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The emperor’s authority in the society 
of the late Edo Period

Taku Yoshioka

要旨
　本稿は、旧丹波国桑田郡山国郷十二ヶ村のうち、禁裏御料であった七ヶ村
の名主を中心とした人々が近世期に行っていた天皇への鮎の献上行為（網
役）を事例に、近世後期の地域社会における天皇・朝廷権威の特質に迫るこ
とを課題としたものである。
　従来、天皇・朝廷と社会の関係については、社会が天皇権威を受容したの
かどうか、あるいは、いつ・いかなる形で・何のために受容したのか、とい
う観点から検討されることが一般的であった。これに対し本稿では、一連の
研究においてその存在が所与の前提とされていた天皇・朝廷の権威なるもの
は、いかなる社会構造の中で生成し得たものなのか、という観点から検討を
行った。
　網役に伴う特権（鮎の優先的漁業権）の是非をめぐり七ヶ村と大堰川下流
域の村々との間で生じたいくつかの争論を検討した結果、いずれの場合にお
いても、特権が認められるかどうかは京都代官所の裁定次第であったことが
あきらかになった。天皇・朝廷という存在それ自体から生成・拡散したもの
と考えられがちであった天皇・朝廷権威とは、実は幕府や藩といった存在が
あってはじめて浮上し得る極めて時代的な産物であったことが、本稿の検討
からあきらかになったと考える。

Key Word：Giving the Sweetfi sh（Amiyaku），The Emperor’s authority、Sweetfi sh 

(Ayu)，Territory of the Emperor（Kinri-Goryo），Yamaguni
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29　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
共
著
『
民
衆
と
天
皇
』
も
参
照
の
こ
と
。

　
　
　
　
　

※ 

本
稿
は
坂
田
聡
氏
を
研
究
代
表
者
と
す
る
科
学
研
究
費
助
成
金
（
基
盤
Ｂ
・
研
究
課
題
番
号
：24320130

）、
筆
者
を
研
究
代
表
者
と
す
る

科
学
研
究
費
助
成
金
（
若
手
Ｂ
・
研
究
課
題
番
号
：15K16835

）、
筆
者
を
研
究
代
表
者
と
す
る
と
う
き
ゅ
う
環
境
財
団
研
究
助
成
金
（
学

術
研
究
・
研
究
課
題
番
号
第2015-08

号
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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近世後期地域社会における天皇・朝廷権威
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19　

『
法
令
全
書
』
明
治
四
年
、
太
政
官
布
告
第
四
〇
九
号
。

20　

山
国
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
で
と
れ
た
鮎
は
「
山
国
鮎
」
の
名
称
で
市
場
に
売
り
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
山
崎
氏
前
掲
論
文

参
照
の
こ
と
。

21　

現
在
確
認
で
き
て
い
る
山
国
地
域
の
地
方
文
書
を
見
る
限
り
、
網
役
に
関
わ
る
争
論
は
、
寛
政
五
年
に
一
件
（
の
ち
に
本
稿
で
も
言
及
す
る
）、
文
化

年
間
に
四
件
（
本
稿
で
検
討
し
た
三
件
の
ほ
か
、
文
化
十
三
年
に
も
一
件
起
こ
っ
て
い
る
）
と
頻
発
し
た
の
ち
は
、
天
保
期
に
一
件
、
そ
し
て
第
三

章
で
検
討
す
る
嘉
永
六
年
に
一
件
と
二
件
が
数
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
山
崎
氏
前
掲
論
文
所
収
の
表
一
を
参
照
の
こ
と
。

22　

「
辻
健
家
文
書
」
二
四
│
二
三
三
。

23　

引
用
し
た
願
書
の
省
略
部
に
こ
の
寛
政
五
年
の
争
論
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
が
あ
り
、
七
ヶ
村
の
上
層
百
姓
が
寛
政
五
年
争
論
の
顛
末
を
把
握
し

た
上
で
こ
の
争
論
に
臨
ん
で
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

24　

な
お
、『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
に
よ
れ
ば
神
吉
上
村
は
篠
山
藩
領
と
な
っ
て
い
る
。
同
村
内
に
京
都
代
官
所
支
配
領
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
嘉
永
六
年
の
時
点
で
は
相
給
領
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
隣
村
の
神
吉
下
村
（『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
で
は
旗
本
武
田
氏
所
領
）
を
含
め
て
一
村
と

捉
え
て
い
る
の
か
、
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

25　

「
辻
健
家
文
書
」
二
四
│
二
二
八
。 

26　

「
井
本
正
成
家
文
書
」
五
│
二
│
六
五
。

27　

な
お
、
京
都
代
官
所
が
い
つ
廃
止
と
な
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
に
し
が
た
い
が
、『
京
都
町
触
集
成
』
第
十
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
に
、
宮

方
堂
上
方
・
中
太
夫
以
下
知
行
所
な
ら
び
に
社
寺
領
の
公
事
や
政
務
に
関
わ
る
業
務
は
今
後
す
べ
て
府
県
に
お
い
て
取
り
扱
う
旨
を
伝
え
る
明
治
元

年
十
一
月
行
政
官
名
義
の
文
書
が
所
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
同
巻
史
料
番
号
七
一
七
、
七
一
八
）、
こ
の
頃
ま
で
は
代
官
所
と
し
て
の
業
務
は
継

続
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

28　

「
辻
健
家
文
書
」
十
六
│
三
。
な
お
、
後
者
の
献
上
金
に
関
し
て
付
言
す
れ
ば
、
当
初
代
官
所
は
借
金
証
文
へ
の
山
国
禁
裏
御
料
七
ヶ
村
の
調
印
を

求
め
、
そ
れ
を
七
ヶ
村
側
が
拒
否
す
る
と
、
今
度
は
金
千
両
の
借
用
、
そ
れ
を
断
る
と
次
に
は
金
五
百
両
の
借
用
を
要
請
し
て
き
た
。
金
一
五
〇
両

の
献
金
は
、
相
次
ぐ
要
請
に
困
却
し
た
七
ヶ
村
側
が
「
百
両
計
差
上
切
ニ
御
断
申
出
」
る
た
め
に
献
上
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（ 22 ）

て
お
く
。

6　

上
田
長
生
『
幕
末
維
新
期
の
陵
墓
と
社
会
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。
引
用
は
同
五
頁
。

7　

前
掲
拙
共
著
『
民
衆
と
天
皇
』。

8　

上
田
氏
前
掲
書
、
五
〜
六
頁
。

9　

山
崎
圭
「
近
世
の
名
主
仲
間
と
鮎
漁
・
網
株
・
鮎
献
上
」（
坂
田
聡
編
『
禁
裏
領
山
国
荘
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
所
収
）。

10　

「
辻
健
家
文
書
」
十
六
│
一
。
な
お
、「
辻
健
家
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
坂
田
聡
氏
を
代
表
者
と
す
る
山
国
荘
調
査
団
に
お
い
て
史
料
を
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
選
択
撮
影
し
た
画
像
デ
ー
タ
を
一
括
保
管
し
て
い
る
。
閲
覧
を
希
望
す
る
場
合
は
同
調
査
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://yam

aguni.blogspot.

jp/

）
を
通
じ
て
申
請
を
お
願
い
し
た
い
。

11　

た
と
え
ば
、
文
化
七
年
に
山
国
禁
裏
御
料
七
ヶ
村
か
ら
京
都
代
官
小
堀
正
徳
宛
に
出
さ
れ
た
文
書
に
よ
れ
ば
、
前
年
の
文
化
六
年
に
塩
鮎
四
〇
〇
疋

を
納
め
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
七
年
に
な
っ
て
御
所
よ
り
「
禁
裏
様
御
霊
会
御
用
ニ
付
塩
鮎
四
百
疋
去
巳
年
者
不
相
納
候
、
当
年
ハ
可
相
納
候
様

ニ
有
之
哉
村
々
申
合
否
哉
急
々
取
調
早
々
可
申
出
」
と
の
仰
せ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
塩
鮎
が
御
霊
会
の
儀
式
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
様

子
が
窺
え
る
。「
辻
健
家
文
書
」
二
四
―
二
〇
六
。

12　

同
右
。

13　

「
辻
健
家
文
書
」
十
六
│
一
。

14　

「
辻
健
家
文
書
」
二
四
│
二
〇
二
。 

15　

「
辻
健
家
文
書
」
二
四
│
二
一
五
ほ
か
。

16　

た
と
え
ば
、「
井
本
正
成
家
文
書
」
に
は
「
万
延
元
年　

御
用
上
ヶ
鮎
割
賦
帳
」
と
題
さ
れ
た
史
料
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
京
都
や
そ
の
ほ
か
の
地
域
か

ら
購
入
し
た
鮎
数
と
そ
の
金
額
が
記
さ
れ
、
そ
れ
を
七
ヶ
村
へ
網
株
名
主
の
在
住
者
数
を
基
準
に
割
り
当
て
て
い
る
（「
井
本
正
成
家
文
書
」
四
―
一

四
）。「
井
本
正
成
家
文
書
」
の
閲
覧
法
に
つ
い
て
は
注
10
に
同
じ
。

17　

「
辻
健
家
文
書
」
二
四
│
二
二
三
。

18　

こ
の
点
、
前
掲
拙
著
『
十
九
世
紀
民
衆
の
歴
史
意
識
・
由
緒
と
天
皇
』
第
九
章
も
参
照
の
こ
と
。
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二
四
│
二
一
五
ほ
か
。

16　

た
と
え
ば
、「
井
本
正
成
家
文
書
」
に
は
「
万
延
元
年　

御
用
上
ヶ
鮎
割
賦
帳
」
と
題
さ
れ
た
史
料
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
京
都
や
そ
の
ほ
か
の
地
域
か

ら
購
入
し
た
鮎
数
と
そ
の
金
額
が
記
さ
れ
、
そ
れ
を
七
ヶ
村
へ
網
株
名
主
の
在
住
者
数
を
基
準
に
割
り
当
て
て
い
る
（「
井
本
正
成
家
文
書
」
四
―
一

四
）。「
井
本
正
成
家
文
書
」
の
閲
覧
法
に
つ
い
て
は
注
10
に
同
じ
。

17　

「
辻
健
家
文
書
」
二
四
│
二
二
三
。

18　

こ
の
点
、
前
掲
拙
著
『
十
九
世
紀
民
衆
の
歴
史
意
識
・
由
緒
と
天
皇
』
第
九
章
も
参
照
の
こ
と
。

― 5 ―
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て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
筆
者
は
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
脆
弱
性
を
述
べ
た
い
の
で
は
な
い
。
筆
者
が
主
張
し
た
い
の
は
、
近
世

期
の
天
皇
・
朝
廷
が
、
幕
府
や
藩
に
よ
る
承
認
・
公
認
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
権
威
と
な
り
得
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
権
威
と
は
幕
藩

制
社
会
の
中
で
し
か
機
能
し
得
な
い
、
そ
の
意
味
で
優
れ
て
時
代
的
な
産
物
だ
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
性
格

の
権
威
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
幕
藩
制
社
会
そ
の
も
の
を
否
定
・
相
対
化
す
る
よ
う
な
視
座
が
生
ま
れ
て
く

る
の
は
難
し
い
。
七
ヶ
村
名
主
が
、
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
後
に
あ
っ
て
も
な
お
御
所
と
代
官
所
の
双
方
へ
鮎
献
上
を
行
っ
て
い
た
と
い

う
事
実
は
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
世
後
期
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
浮
上
は
、
後
期

水
戸
学
や
国
学
を
理
論
的
根
拠
と
し
て
幕
末
期
に
展
開
さ
れ
る
一
連
の
政
治
運
動
と
は
直
接
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
明
治

維
新
後
の
天
皇
制
の
展
開
を
下
支
え
す
る
よ
う
な
要
素
と
も
な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
29
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

1　

伊
藤
孝
幸
『
交
代
寄
合
高
木
家
の
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
井
上
智
勝
『
近
世
の
寺
社
と
朝
廷
組
織
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、

西
村
慎
太
郎
『
近
世
朝
廷
社
会
と
地
下
官
人
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）、
間
瀬
久
美
子
「
近
世
の
民
衆
と
天
皇
」（
藤
井
駿　

先
生
喜
寿
記
念

会
編
『
岡
山
の
歴
史
と
文
化
』
福
武
書
店
、
一
九
八
三
年
、
所
収
）、
同
「
意
識
の
な
か
の
身
分
制
」（
朝
尾
直
弘
編
『
日
本
の
近
世
』
七
、
中
央
公

論
社
、
一
九
九
二
年
、
所
収
）、
山
口
和
夫
「
職
人
受
領
の
近
世
的
展
開
」（『
日
本
歴
史
』
五
〇
五
、
一
九
九
〇
年
）、
鍛
治
宏
介
「
江
戸
時
代
中
期

の
陵
墓
と
社
会
」（『
日
本
史
研
究
』
五
二
一
、
二
〇
〇
六
年
）、
拙
著
『
十
九
世
紀
民
衆
の
歴
史
意
識
・
由
緒
と
天
皇
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、

拙
共
著
（
坂
田
聡
氏
と
の
共
著
）『
民
衆
と
天
皇
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

2　

平
川
新
『
伝
説
の
な
か
の
神
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）、
前
掲
拙
著
『
十
九
世
紀
民
衆
の
歴
史
意
識
・
由
緒
と
天
皇
』
な
ど
。

3　

高
埜
利
彦
『
近
世
の
朝
廷
と
宗
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）。

4　

藤
田
覚
『
幕
末
の
天
皇
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
四
年
）、
同
『
近
世
政
治
史
と
天
皇
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）。

5　

さ
し
あ
た
り
、
井
上
勲
『
王
政
復
古
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
一
年
）、
家
近
良
樹
『
江
戸
幕
府
崩
壊
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
を
あ
げ

（ 20 ）

官
所
の
対
応
の
変
化
は
何
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
な
の
か
、
確
証
だ
っ
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
現
時
点
で
指
摘
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

京
都
代
官
所
が
前
年
の
嘉
永
五
年
よ
り
七
ヶ
村
を
含
め
た
支
配
領
一
円
に
年
頭
・
八
朔
御
礼
に
参
上
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
こ
と
、
本
争

論
と
同
じ
六
年
に
代
官
所
か
ら
七
ヶ
村
へ
借
金
返
済
へ
の
協
力
要
請
が
あ
り
、
七
ヶ
村
側
か
ら
は
そ
れ
に
応
じ
る
形
で
金
一
五
〇
両
を
献

金
し
た
、
と
い
う
事
実
が
あ
る
28
。
こ
の
時
期
、
京
都
代
官
所
の
財
政
は
極
め
て
深
刻
な
状
態
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
代
官
所
に
運
上
銀
を
納
め
て
い
る
神
吉
上
村
を
後
押
し
し
た
方
が
、
七
ヶ
村
名
主
達
を
後
押
し
す

る
よ
り
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
役
人
達
は
判
断
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
堰
川
下
流
村
落
か
ら
も
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
七
ヶ
村
名
主
達
の
大
堰
川
鮎
漁
に
関
す
る
特
権
は
、
代
官
所

が
従
来
か
ら
の
態
度
を
改
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
以
後
、
彼
ら
は
、
天
皇
・
朝
廷
と
代
官
所
の
双
方
に
依
拠
す

る
こ
と
で
、
鮎
漁
を
少
し
で
も
有
利
な 

形
で
展
開
で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
。
近
世
後
期
の
地
域
社
会
に
お
い
て
天
皇
・
朝
廷
は
、
唯
一
無

二
の
権
威
と
し
て
立
ち
現
れ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
あ
く
ま
で
選
択
肢
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
論
で
は
、
禁
裏
御
料
で
あ
っ
た
丹
波
国
桑
田
郡
山
国
郷
の
七
ヶ
村
名
主
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
網
役
と
そ
れ
に
伴
う
大
堰

川
鮎
漁
に
関
す
る
特
権
に
つ
い
て
、
文
化
期
を
中
心
と
す
る
そ
の
定
着
の
過
程
と
、
嘉
永
期
に
お
け
る
そ
の
後
退
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

そ
こ
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
最
後
に
近
世
後
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
位
置
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

七
ヶ
村
名
主
に
と
っ
て
の
天
皇
・
朝
廷
権
威
、
網
役
に
伴
う
大
堰
川
筋
で
の
鮎
漁
に
関
わ
る
特
権
を
保
障
し
て
い
た
も
の
と
は
何
で

あ
っ
た
か
。
本
稿
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
京
都
代
官
所
で
あ
っ
た
。
代
官
所
が
後
押
し
を
す
る
限
り
、
七
ヶ
村
は
地
域
社
会
の
中
で

鮎
漁
に
関
す
る
特
権
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
、
代
官
所
が
七
ヶ
村
の
後
押
し
を
や
め
た
時
、
そ
の
特
権
は
大
き
く
後
退

し
た
。
近
世
後
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
な
る
も
の
は
、
天
皇
・
朝
廷
と
繋
が
り
を
持
つ
だ
け
で
は
意
味
を
な
さ
ず
、

幕
府
や
藩
と
い
っ
た
武
家
方
の
承
認
・
公
認
を
得
て
は
じ
め
て
権
威
と
し
て
浮
上
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
本
稿
の
検
討
は
示
し

― 6 ―
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て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
筆
者
は
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
脆
弱
性
を
述
べ
た
い
の
で
は
な
い
。
筆
者
が
主
張
し
た
い
の
は
、
近
世

期
の
天
皇
・
朝
廷
が
、
幕
府
や
藩
に
よ
る
承
認
・
公
認
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
権
威
と
な
り
得
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
権
威
と
は
幕
藩

制
社
会
の
中
で
し
か
機
能
し
得
な
い
、
そ
の
意
味
で
優
れ
て
時
代
的
な
産
物
だ
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
性
格

の
権
威
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
幕
藩
制
社
会
そ
の
も
の
を
否
定
・
相
対
化
す
る
よ
う
な
視
座
が
生
ま
れ
て
く

る
の
は
難
し
い
。
七
ヶ
村
名
主
が
、
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
後
に
あ
っ
て
も
な
お
御
所
と
代
官
所
の
双
方
へ
鮎
献
上
を
行
っ
て
い
た
と
い

う
事
実
は
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
世
後
期
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
浮
上
は
、
後
期

水
戸
学
や
国
学
を
理
論
的
根
拠
と
し
て
幕
末
期
に
展
開
さ
れ
る
一
連
の
政
治
運
動
と
は
直
接
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
明
治

維
新
後
の
天
皇
制
の
展
開
を
下
支
え
す
る
よ
う
な
要
素
と
も
な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
29
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

1　

伊
藤
孝
幸
『
交
代
寄
合
高
木
家
の
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
井
上
智
勝
『
近
世
の
寺
社
と
朝
廷
組
織
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、

西
村
慎
太
郎
『
近
世
朝
廷
社
会
と
地
下
官
人
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）、
間
瀬
久
美
子
「
近
世
の
民
衆
と
天
皇
」（
藤
井
駿　

先
生
喜
寿
記
念

会
編
『
岡
山
の
歴
史
と
文
化
』
福
武
書
店
、
一
九
八
三
年
、
所
収
）、
同
「
意
識
の
な
か
の
身
分
制
」（
朝
尾
直
弘
編
『
日
本
の
近
世
』
七
、
中
央
公

論
社
、
一
九
九
二
年
、
所
収
）、
山
口
和
夫
「
職
人
受
領
の
近
世
的
展
開
」（『
日
本
歴
史
』
五
〇
五
、
一
九
九
〇
年
）、
鍛
治
宏
介
「
江
戸
時
代
中
期

の
陵
墓
と
社
会
」（『
日
本
史
研
究
』
五
二
一
、
二
〇
〇
六
年
）、
拙
著
『
十
九
世
紀
民
衆
の
歴
史
意
識
・
由
緒
と
天
皇
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、

拙
共
著
（
坂
田
聡
氏
と
の
共
著
）『
民
衆
と
天
皇
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

2　

平
川
新
『
伝
説
の
な
か
の
神
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）、
前
掲
拙
著
『
十
九
世
紀
民
衆
の
歴
史
意
識
・
由
緒
と
天
皇
』
な
ど
。

3　

高
埜
利
彦
『
近
世
の
朝
廷
と
宗
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）。

4　

藤
田
覚
『
幕
末
の
天
皇
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
四
年
）、
同
『
近
世
政
治
史
と
天
皇
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）。

5　

さ
し
あ
た
り
、
井
上
勲
『
王
政
復
古
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
一
年
）、
家
近
良
樹
『
江
戸
幕
府
崩
壊
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
を
あ
げ

（ 20 ）

官
所
の
対
応
の
変
化
は
何
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
な
の
か
、
確
証
だ
っ
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
現
時
点
で
指
摘
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

京
都
代
官
所
が
前
年
の
嘉
永
五
年
よ
り
七
ヶ
村
を
含
め
た
支
配
領
一
円
に
年
頭
・
八
朔
御
礼
に
参
上
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
こ
と
、
本
争

論
と
同
じ
六
年
に
代
官
所
か
ら
七
ヶ
村
へ
借
金
返
済
へ
の
協
力
要
請
が
あ
り
、
七
ヶ
村
側
か
ら
は
そ
れ
に
応
じ
る
形
で
金
一
五
〇
両
を
献

金
し
た
、
と
い
う
事
実
が
あ
る
28
。
こ
の
時
期
、
京
都
代
官
所
の
財
政
は
極
め
て
深
刻
な
状
態
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
代
官
所
に
運
上
銀
を
納
め
て
い
る
神
吉
上
村
を
後
押
し
し
た
方
が
、
七
ヶ
村
名
主
達
を
後
押
し
す

る
よ
り
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
役
人
達
は
判
断
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
堰
川
下
流
村
落
か
ら
も
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
七
ヶ
村
名
主
達
の
大
堰
川
鮎
漁
に
関
す
る
特
権
は
、
代
官
所

が
従
来
か
ら
の
態
度
を
改
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
以
後
、
彼
ら
は
、
天
皇
・
朝
廷
と
代
官
所
の
双
方
に
依
拠
す

る
こ
と
で
、
鮎
漁
を
少
し
で
も
有
利
な 

形
で
展
開
で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
。
近
世
後
期
の
地
域
社
会
に
お
い
て
天
皇
・
朝
廷
は
、
唯
一
無

二
の
権
威
と
し
て
立
ち
現
れ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
あ
く
ま
で
選
択
肢
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
論
で
は
、
禁
裏
御
料
で
あ
っ
た
丹
波
国
桑
田
郡
山
国
郷
の
七
ヶ
村
名
主
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
網
役
と
そ
れ
に
伴
う
大
堰

川
鮎
漁
に
関
す
る
特
権
に
つ
い
て
、
文
化
期
を
中
心
と
す
る
そ
の
定
着
の
過
程
と
、
嘉
永
期
に
お
け
る
そ
の
後
退
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

そ
こ
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
最
後
に
近
世
後
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
位
置
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

七
ヶ
村
名
主
に
と
っ
て
の
天
皇
・
朝
廷
権
威
、
網
役
に
伴
う
大
堰
川
筋
で
の
鮎
漁
に
関
わ
る
特
権
を
保
障
し
て
い
た
も
の
と
は
何
で

あ
っ
た
か
。
本
稿
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
京
都
代
官
所
で
あ
っ
た
。
代
官
所
が
後
押
し
を
す
る
限
り
、
七
ヶ
村
は
地
域
社
会
の
中
で

鮎
漁
に
関
す
る
特
権
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
、
代
官
所
が
七
ヶ
村
の
後
押
し
を
や
め
た
時
、
そ
の
特
権
は
大
き
く
後
退

し
た
。
近
世
後
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
な
る
も
の
は
、
天
皇
・
朝
廷
と
繋
が
り
を
持
つ
だ
け
で
は
意
味
を
な
さ
ず
、

幕
府
や
藩
と
い
っ
た
武
家
方
の
承
認
・
公
認
を
得
て
は
じ
め
て
権
威
と
し
て
浮
上
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
本
稿
の
検
討
は
示
し
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ど
、
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
塩

鮎
で
は
な
く
焼
鮎
が
献
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
も
、
現
状
で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
と
は
い
え
、
嘉
永
六
年
か
ら
京
都
代
官
所
の
業

務
が
停
止
さ
れ
る
慶
応
四
年
に
至
る
ま
で
の
十
六
年

の
間
、
京
都
代
官
所
関
係
者
へ
鮎
献
上
が
継
続
的
に

行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
ろ
う
27
。
七
ヶ

村
名
主
達
は
、
神
吉
上
村
の
争
論
を
通
じ
、
大
堰
川

筋
で
の
鮎
漁
を
自
己
に
有
利
な
形
で
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
京
都
代
官
所
の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
深
く
認
識
し
、
同
所
に
対
し
て
も
鮎
献

上
を
行
う
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
嘉
永
六
年
の
争
論
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

こ
こ
で
思
い
起
こ
し
た
い
の
は
、
前
章
の
第
三
節
で

検
討
し
た
、
文
化
九
年
の
七
ヶ
村
と
船
井
郡
佐
切

村
・
越
方
村
と
の
申
し
合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
の
申
し

合
わ
せ
の
過
程
で
京
都
代
官
所
は
、
七
ヶ
村
の
網
役

の
た
め
の
鮎
漁
を
、
代
官
所
へ
運
上
銀
を
上
納
し
よ

う
と
す
る
佐
切
村
・
越
方
村
の
鮎
漁
よ
り
も
優
先
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
京
都
代

【表二】京都代官所へ鮎献上一覧

年 献上鮎詳細
嘉永６年（1853） 元締４人、蔵方３人へ塩鮎10疋ずつ別途進上
嘉永７年（1854） 元締室様へ「格別御骨折故」鮎100疋進上。御蔵方３人へ30疋

ずつ進上
安政２年（1855） 不明
安政３年（1856） 生鮎50疋、焼鮎150疋を献上
安政４年（1857） 不明
安政５年（1858） 生鮎40疋、塩鮎250疋を御見舞として献上
安政６年（1859） 塩鮎216疋、御蔵方・元締計５人へ15疋ずつ別途献上
万延元年（1860）「京都代官小堀様御役人衆」へ60疋進上
文久元年（1861） 生鮎50疋、焼鮎200疋を献上
文久２年（1862） 生鮎150疋、焼鮎50疋進上
文久３年（1863） 生鮎150疋、焼鮎100疋進上
元治元年（1864） 焼鮎160疋献上
慶応元年（1865） 生鮎60疋、焼鮎163疋献上
慶応２年（1866） 焼鮎230疋献上。「右焼鮎当年之儀者少シ間違ニ付生鮎者献上不

仕」
慶応３年（1867） 焼鮎1,000疋、小堀様手代衆へ塩鮎105疋献上
慶応４年（1868） 生鮎60疋、焼鮎115疋、小堀手代衆へ118疋献上

「辻健家文書」16－３より筆者作成
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（
山
国
郷
禁
裏
御
料
七
ヶ
村
代
表
者
四
名
略
）

　
　
　

嘉
永
六
年

　
　
　
　

丑
七
月
六
日

　

小
堀
勝
太
郎
様

　
　
　
　
　

御
役
所

　

最
初
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
神
吉
上
村
が
鮎
漁
に
つ
い
て
代
官
所
へ
運
上
を
納
め
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
七
ヶ
村
側
は
釣
り
道

具
を
没
収
し
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
漁
を
中
止
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
自
体
に
つ
い
て
も
同
村
の
過
失
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
こ
と
は
、
今
後
の
鮎
漁
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
二
つ
目
の
傍
線
部
に
示
さ
れ
た
今
後
の
鮎
漁
に
つ

い
て
の
取
り
決
め
は
、
①
本
年
に
つ
い
て
は
七
月
二
十
日
ま
で
神
吉
上
村
に
よ
る
掛
釣
漁
を
禁
止
す
る
、
②
来
年
以
降
の
掛
釣
漁
は
、
そ

の
年
の
登
り
鮎
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
神
吉
上
村
・
七
ヶ
村
の
間
で
熟
談
し
、
双
方
の
鮎
漁
に
差
支
え
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
七
ヶ
村
名
主
も
ま
た
神
吉
上
村
に
よ
る
掛
釣
漁
の
継
続
を
容
認
し
た
の
で
あ
る
。

６
．
そ
の
後
の
動
向

　

こ
う
し
て
、
寛
政
期
に
形
成
さ
れ
、
文
化
期
頃
に
地
域
社
会
に
も
認
知
さ
れ
た
七
ヶ
村
名
主
の
大
堰
川
筋
で
の
鮎
漁
に
関
す
る
特
権

（
優
先
的
漁
業
権
）
は
、
嘉
永
六
年
に
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
先
掲
の
【
表
一
】
を
見
れ
ば
あ
き
ら
か
な
よ
う

に
、
嘉
永
六
年
以
降
の
網
役
献
上
数
は
明
治
期
に
至
る
ま
で
お
お
む
ね
順
調
で
あ
り
、
下
流
で
の
掛
釣
漁
継
続
は
網
役
へ
の
深
刻
な
障
害

に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
七
ヶ
村
名
主
に
よ
る
鮎
の
献
上
行
為
に
は
、
あ
る
重
大
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
神
吉
上
村
と
の
間
で
争
論
が

生
じ
た
正
に
そ
の
嘉
永
六
年
と
い
う
年
よ
り
、
京
都
代
官
所
へ
の
鮎
献
上
が
新
た
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
【
表
二
】
は
、
代
官
所
へ
の
鮎
献
上
数
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
献
上
相
手
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、「
小
堀
様
」

な
ど
と
い
う
形
で
代
官
所
全
体
へ
の
献
上
数
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
献
上
対
象
が
時
期
ご
と
に
変
化
し
た
の
か
ど
う
か
な
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ど
、
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
塩

鮎
で
は
な
く
焼
鮎
が
献
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
も
、
現
状
で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
と
は
い
え
、
嘉
永
六
年
か
ら
京
都
代
官
所
の
業

務
が
停
止
さ
れ
る
慶
応
四
年
に
至
る
ま
で
の
十
六
年

の
間
、
京
都
代
官
所
関
係
者
へ
鮎
献
上
が
継
続
的
に

行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
ろ
う
27
。
七
ヶ

村
名
主
達
は
、
神
吉
上
村
の
争
論
を
通
じ
、
大
堰
川

筋
で
の
鮎
漁
を
自
己
に
有
利
な
形
で
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
京
都
代
官
所
の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
深
く
認
識
し
、
同
所
に
対
し
て
も
鮎
献

上
を
行
う
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
嘉
永
六
年
の
争
論
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

こ
こ
で
思
い
起
こ
し
た
い
の
は
、
前
章
の
第
三
節
で

検
討
し
た
、
文
化
九
年
の
七
ヶ
村
と
船
井
郡
佐
切

村
・
越
方
村
と
の
申
し
合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
の
申
し

合
わ
せ
の
過
程
で
京
都
代
官
所
は
、
七
ヶ
村
の
網
役

の
た
め
の
鮎
漁
を
、
代
官
所
へ
運
上
銀
を
上
納
し
よ

う
と
す
る
佐
切
村
・
越
方
村
の
鮎
漁
よ
り
も
優
先
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
京
都
代

【表二】京都代官所へ鮎献上一覧

年 献上鮎詳細
嘉永６年（1853） 元締４人、蔵方３人へ塩鮎10疋ずつ別途進上
嘉永７年（1854） 元締室様へ「格別御骨折故」鮎100疋進上。御蔵方３人へ30疋

ずつ進上
安政２年（1855） 不明
安政３年（1856） 生鮎50疋、焼鮎150疋を献上
安政４年（1857） 不明
安政５年（1858） 生鮎40疋、塩鮎250疋を御見舞として献上
安政６年（1859） 塩鮎216疋、御蔵方・元締計５人へ15疋ずつ別途献上
万延元年（1860）「京都代官小堀様御役人衆」へ60疋進上
文久元年（1861） 生鮎50疋、焼鮎200疋を献上
文久２年（1862） 生鮎150疋、焼鮎50疋進上
文久３年（1863） 生鮎150疋、焼鮎100疋進上
元治元年（1864） 焼鮎160疋献上
慶応元年（1865） 生鮎60疋、焼鮎163疋献上
慶応２年（1866） 焼鮎230疋献上。「右焼鮎当年之儀者少シ間違ニ付生鮎者献上不

仕」
慶応３年（1867） 焼鮎1,000疋、小堀様手代衆へ塩鮎105疋献上
慶応４年（1868） 生鮎60疋、焼鮎115疋、小堀手代衆へ118疋献上
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（
山
国
郷
禁
裏
御
料
七
ヶ
村
代
表
者
四
名
略
）

　
　
　

嘉
永
六
年

　
　
　
　

丑
七
月
六
日

　

小
堀
勝
太
郎
様

　
　
　
　
　

御
役
所

　

最
初
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
神
吉
上
村
が
鮎
漁
に
つ
い
て
代
官
所
へ
運
上
を
納
め
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
七
ヶ
村
側
は
釣
り
道

具
を
没
収
し
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
漁
を
中
止
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
自
体
に
つ
い
て
も
同
村
の
過
失
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
こ
と
は
、
今
後
の
鮎
漁
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
二
つ
目
の
傍
線
部
に
示
さ
れ
た
今
後
の
鮎
漁
に
つ

い
て
の
取
り
決
め
は
、
①
本
年
に
つ
い
て
は
七
月
二
十
日
ま
で
神
吉
上
村
に
よ
る
掛
釣
漁
を
禁
止
す
る
、
②
来
年
以
降
の
掛
釣
漁
は
、
そ

の
年
の
登
り
鮎
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
神
吉
上
村
・
七
ヶ
村
の
間
で
熟
談
し
、
双
方
の
鮎
漁
に
差
支
え
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
七
ヶ
村
名
主
も
ま
た
神
吉
上
村
に
よ
る
掛
釣
漁
の
継
続
を
容
認
し
た
の
で
あ
る
。

６
．
そ
の
後
の
動
向

　

こ
う
し
て
、
寛
政
期
に
形
成
さ
れ
、
文
化
期
頃
に
地
域
社
会
に
も
認
知
さ
れ
た
七
ヶ
村
名
主
の
大
堰
川
筋
で
の
鮎
漁
に
関
す
る
特
権

（
優
先
的
漁
業
権
）
は
、
嘉
永
六
年
に
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
先
掲
の
【
表
一
】
を
見
れ
ば
あ
き
ら
か
な
よ
う

に
、
嘉
永
六
年
以
降
の
網
役
献
上
数
は
明
治
期
に
至
る
ま
で
お
お
む
ね
順
調
で
あ
り
、
下
流
で
の
掛
釣
漁
継
続
は
網
役
へ
の
深
刻
な
障
害

に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
七
ヶ
村
名
主
に
よ
る
鮎
の
献
上
行
為
に
は
、
あ
る
重
大
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
神
吉
上
村
と
の
間
で
争
論
が

生
じ
た
正
に
そ
の
嘉
永
六
年
と
い
う
年
よ
り
、
京
都
代
官
所
へ
の
鮎
献
上
が
新
た
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
【
表
二
】
は
、
代
官
所
へ
の
鮎
献
上
数
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
献
上
相
手
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、「
小
堀
様
」

な
ど
と
い
う
形
で
代
官
所
全
体
へ
の
献
上
数
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
献
上
対
象
が
時
期
ご
と
に
変
化
し
た
の
か
ど
う
か
な
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釣
の
継
続
を
認
め
来
年
以
降
は
中
止
と
す
る
」
と
い
う
案
と
正
反
対
の
提
案
で
あ
る
。
困
っ
た
七
ヶ
村
名
主
達
は
同
日
七
ツ
刻
に
上
記
三

名
で
亀
屋
を
訪
れ
て
交
渉
し
た
が
、
提
案
の
変
更
に
は
応
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

　

翌
六
日
早
朝
、
敬
助
・
嘉
左
衛
門
の
両
名
で
林
田
式
之
助
宅
を
訪
れ
内
済
の
条
件
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
林
田
か
ら
は

「
当
年
ハ
是
迄
之
通
リ
来
年
ハ
熟
談
ノ
上
取
締
リ
可
致
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
る
。
条
件
つ
き
な
が
ら
掛
釣
漁
を
翌
年
以
降
も
継
続
さ
せ

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
神
吉
上
村
側
寄
り
の
意
見
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

５
．
内
済

　

同
日
の
朝
食
後
、
定
助
・
嘉
左
衛
門
の
両
名
が
亀
屋
を
訪
問
し
、
神
吉
上
村
側
と
最
後
の
交
渉
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
作
成

さ
れ
た
の
が
次
の
文
書
で
あ
る
26
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乍
恐
口
上
書

　

一
、 

丹
州
桑
田
郡
神
吉
上
村
役
人
共
ゟ
同
郡
山
国
塔
村
庄
屋
敬
助
、
年
寄
文
左
衛
門
江
掛
ヶ
鮎
漁
妨
候
段
先
月
廿
六
日
急
訴
申
上
候
付
、

同
廿
九
日
右
敬
助
、
文
左
衛
門
御
召
出
ニ
相
成
御
聞
糺
御
座
候
処
（
中
略
）
先
月
廿
一
日
川
筋
見
廻
リ
候
節
神
吉
上
村
之
者
共
掛

針
漁
い
た
し
候
を
差
留
漁
道
具
等
持
帰
リ
候
旨
申
上
候
得
共
、
神
吉
上
村
之
儀
者
年
々
御
運
上
相
納
鮎
漁
致
候
を
御
役
所
へ
御
届

も
不
申
上
差
留
、
殊
ニ
釣
竿
、
桶
等
持
帰
り
候
義
御
差マ

マ

当
就
而
者
段
々
御
理
解
之
趣
恐
入
奉
感
伏
罷
在
、
神
吉
上
村
之
儀
も
御
所

御
用
鮎
調
進
ニ
不
差
支
様
可
仕
旨
御
理
解
も
御
座
候
ニ
付
恐
入
、
双
方
差
支
無
之
様
示
談
仕
度
郷
宿
ニ
て
種
々
及
対
談
候
処
、
漁

リ
道
具
之
儀
者
帰
村
次
第
塔
村
ゟ
持
参
差
戻
し
、
神
吉
上
村
当
年
鮎
漁
之
儀
者
御
霊
会
塩
鮎
調
進
ニ
不
差
支
様
来
ル
廿
日
迄
釣
漁

リ
差
控
ヘ
、
翌
廿
一
日
ゟ
当
年
中
勝
手
次
第
漁
致
し
、
来
イマ

マ

寅
年
ゟ
者
掛
針
漁
リ
之
儀
者
登
鮎
之
年
柄
ニ
ゟ
前
広
穏
ニ
及
熟
談
、

双
方
漁
ニ
差
支
無
之
様
可
仕
筈
和
談
相
調
ひ
申
候
、
然
ル
上
者
山
国
七
ヶ
村
ゟ
奉
調
進
上
ヶ
鮎
御
用
無
難
ニ
相
勤
、
神
吉
上
村
に

お
ゐ
て
も
御
運
上
初
鮎
漁
リ
稼
差
支
無
御
座
候
付
、
則
山
国
七
ヶ
村
惣
代
共
罷
出
熟
談
仕
乍
恐
双
方
連
印
書
附
奉
差
上
候
間
、
何

卒
右
済
書
之
趣
御
聞
届
ケ
被
成
下
候
ハ
ヽ
一
同
難
有
仕
合
可
奉
存
候
、
以
上

 

（
神
吉
上
村
村
役
人
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名
略
）
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済
に
持
ち
込
み
、
そ
の
上
で
掛
釣
漁
の
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
願
い
出
る
よ
う
指
示
し
た
。
ま
た
、
神
吉
上
村
側
へ
も
協
議
に
応
じ
る
よ

う
促
す
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
こ
の
の
ち
、
二
人
は
取
締
の
穂
積
孫
七
宅
も
訪
れ
同
じ
相
談
を
行
っ
た
が
、
釣
り
道
具
の
没
収
に
つ

い
て
は
「
山
国
か
さ
つ
之
仕
方
」
と
し
て
や
は
り
理
解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
自
分
達
に
非
は
な
い
と
す
る
七
ヶ
村
名
主
側
の
主
張
は
、

代
官
所
関
係
者
に
は
一
貫
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

４
．
神
吉
上
村
と
の
交
渉

　

三
日
、
文
左
衛
門
と
二
日
夜
に
上
京
し
て
き
た
定
助
が
神
吉
上
村
の
宿
・
亀
屋
へ
赴
き
、
一
連
の
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
は
じ
め
た
。

七
ヶ
村
側
は
、
ま
ず
釣
り
道
具
没
収
の
件
に
つ
い
て
は
七
ヶ
村
の
非
を
認
め
謝
罪
す
る
の
で
内
済
に
し
て
も
ら
い
、
鮎
漁
の
問
題
に
つ
い

て
は
後
日
改
め
て
協
議
し
た
い
旨
を
伝
え
た
。

　

翌
四
日
早
朝
、
神
吉
上
村
の
者
三
名
が
返
答
の
た
め
七
ヶ
村
側
の
宿
・
若
狭
屋
を
訪
れ
た
。
彼
ら
は
、
釣
り
道
具
没
収
の
件
を
先
に
内

済
と
す
る
の
に
は
応
じ
が
た
い
と
し
、
掛
釣
漁
の
問
題
を
先
に
協
議
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。
こ
れ
に
応
じ
た
文
左
衛
門
・
定
助
は
、

掛
釣
漁
を
中
止
し
て
ほ
し
い
旨
を
改
め
て
伝
え
た
と
こ
ろ
、
神
吉
上
村
の
者
達
か
ら
は
、
網
漁
は
慣
れ
て
い
な
い
の
で
掛
釣
を
中
止
す
れ

ば
運
上
銀
を
上
納
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
は
い
え
こ
の
ま
ま
掛
釣
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
そ
ち
ら
も
嫌
で
あ
ろ
う
か
ら
、
熟
慮
の

上
で
再
度
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
、
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
場
を
一
端
引
き
取
り
、
同
日
八
ツ
半
刻
に
彦
六
・
定
助
・
嘉
左

衛
門
の
三
名
で
再
び
亀
屋
に
赴
き
、
本
年
は
掛
釣
の
継
続
を
認
め
来
年
以
降
は
中
止
と
す
る
、
と
の
提
案
を
行
っ
た
。
神
吉
上
村
の
者
達

は
熟
考
の
上
で
返
答
す
る
と
し
、
そ
の
日
の
協
議
は
終
了
し
た
。

　

翌
五
日
早
朝
、
彦
六
・
嘉
左
衛
門
の
両
名
が
林
田
式
之
助
宅
を
訪
ね
る
と
、
神
吉
上
村
の
者
達
、
そ
れ
に
取
締
の
穂
積
孫
七
が
既
に
同

宅
に
来
訪
し
て
い
た
。
彼
ら
の
退
出
後
に
再
度
訪
問
し
て
林
田
に
力
添
え
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
神
吉
上
村
に
内
済
を
勧
め
る
こ
と
を
改

め
て
約
束
し
て
く
れ
た
。
朝
食
後
、
彦
六
・
定
助
・
嘉
左
衛
門
の
三
名
で
亀
屋
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
同
村
役
人
が
代
官
所
に
呼

び
出
さ
れ
た
時
だ
っ
た
の
で
宿
に
戻
っ
た
。
昼
前
、
神
吉
上
村
村
役
人
達
が
若
狭
屋
に
来
訪
し
、
内
済
の
条
件
と
し
て
、
本
年
の
み
掛
釣

を
中
止
し
来
年
以
降
は
掛
釣
を
自
由
と
す
る
、
と
の
案
を
示
し
て
亀
屋
に
戻
っ
た
。
こ
れ
は
、
四
日
に
七
ヶ
村
側
が
示
し
た
「
本
年
は
掛

― 10 ―
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釣
の
継
続
を
認
め
来
年
以
降
は
中
止
と
す
る
」
と
い
う
案
と
正
反
対
の
提
案
で
あ
る
。
困
っ
た
七
ヶ
村
名
主
達
は
同
日
七
ツ
刻
に
上
記
三

名
で
亀
屋
を
訪
れ
て
交
渉
し
た
が
、
提
案
の
変
更
に
は
応
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

　

翌
六
日
早
朝
、
敬
助
・
嘉
左
衛
門
の
両
名
で
林
田
式
之
助
宅
を
訪
れ
内
済
の
条
件
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
林
田
か
ら
は

「
当
年
ハ
是
迄
之
通
リ
来
年
ハ
熟
談
ノ
上
取
締
リ
可
致
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
る
。
条
件
つ
き
な
が
ら
掛
釣
漁
を
翌
年
以
降
も
継
続
さ
せ

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
神
吉
上
村
側
寄
り
の
意
見
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

５
．
内
済

　

同
日
の
朝
食
後
、
定
助
・
嘉
左
衛
門
の
両
名
が
亀
屋
を
訪
問
し
、
神
吉
上
村
側
と
最
後
の
交
渉
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
作
成

さ
れ
た
の
が
次
の
文
書
で
あ
る
26
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乍
恐
口
上
書

　

一
、 

丹
州
桑
田
郡
神
吉
上
村
役
人
共
ゟ
同
郡
山
国
塔
村
庄
屋
敬
助
、
年
寄
文
左
衛
門
江
掛
ヶ
鮎
漁
妨
候
段
先
月
廿
六
日
急
訴
申
上
候
付
、

同
廿
九
日
右
敬
助
、
文
左
衛
門
御
召
出
ニ
相
成
御
聞
糺
御
座
候
処
（
中
略
）
先
月
廿
一
日
川
筋
見
廻
リ
候
節
神
吉
上
村
之
者
共
掛

針
漁
い
た
し
候
を
差
留
漁
道
具
等
持
帰
リ
候
旨
申
上
候
得
共
、
神
吉
上
村
之
儀
者
年
々
御
運
上
相
納
鮎
漁
致
候
を
御
役
所
へ
御
届

も
不
申
上
差
留
、
殊
ニ
釣
竿
、
桶
等
持
帰
り
候
義
御
差マ

マ

当
就
而
者
段
々
御
理
解
之
趣
恐
入
奉
感
伏
罷
在
、
神
吉
上
村
之
儀
も
御
所

御
用
鮎
調
進
ニ
不
差
支
様
可
仕
旨
御
理
解
も
御
座
候
ニ
付
恐
入
、
双
方
差
支
無
之
様
示
談
仕
度
郷
宿
ニ
て
種
々
及
対
談
候
処
、
漁

リ
道
具
之
儀
者
帰
村
次
第
塔
村
ゟ
持
参
差
戻
し
、
神
吉
上
村
当
年
鮎
漁
之
儀
者
御
霊
会
塩
鮎
調
進
ニ
不
差
支
様
来
ル
廿
日
迄
釣
漁

リ
差
控
ヘ
、
翌
廿
一
日
ゟ
当
年
中
勝
手
次
第
漁
致
し
、
来
イマ

マ

寅
年
ゟ
者
掛
針
漁
リ
之
儀
者
登
鮎
之
年
柄
ニ
ゟ
前
広
穏
ニ
及
熟
談
、

双
方
漁
ニ
差
支
無
之
様
可
仕
筈
和
談
相
調
ひ
申
候
、
然
ル
上
者
山
国
七
ヶ
村
ゟ
奉
調
進
上
ヶ
鮎
御
用
無
難
ニ
相
勤
、
神
吉
上
村
に

お
ゐ
て
も
御
運
上
初
鮎
漁
リ
稼
差
支
無
御
座
候
付
、
則
山
国
七
ヶ
村
惣
代
共
罷
出
熟
談
仕
乍
恐
双
方
連
印
書
附
奉
差
上
候
間
、
何

卒
右
済
書
之
趣
御
聞
届
ケ
被
成
下
候
ハ
ヽ
一
同
難
有
仕
合
可
奉
存
候
、
以
上
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済
に
持
ち
込
み
、
そ
の
上
で
掛
釣
漁
の
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
願
い
出
る
よ
う
指
示
し
た
。
ま
た
、
神
吉
上
村
側
へ
も
協
議
に
応
じ
る
よ

う
促
す
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
こ
の
の
ち
、
二
人
は
取
締
の
穂
積
孫
七
宅
も
訪
れ
同
じ
相
談
を
行
っ
た
が
、
釣
り
道
具
の
没
収
に
つ

い
て
は
「
山
国
か
さ
つ
之
仕
方
」
と
し
て
や
は
り
理
解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
自
分
達
に
非
は
な
い
と
す
る
七
ヶ
村
名
主
側
の
主
張
は
、

代
官
所
関
係
者
に
は
一
貫
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

４
．
神
吉
上
村
と
の
交
渉

　

三
日
、
文
左
衛
門
と
二
日
夜
に
上
京
し
て
き
た
定
助
が
神
吉
上
村
の
宿
・
亀
屋
へ
赴
き
、
一
連
の
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
は
じ
め
た
。

七
ヶ
村
側
は
、
ま
ず
釣
り
道
具
没
収
の
件
に
つ
い
て
は
七
ヶ
村
の
非
を
認
め
謝
罪
す
る
の
で
内
済
に
し
て
も
ら
い
、
鮎
漁
の
問
題
に
つ
い

て
は
後
日
改
め
て
協
議
し
た
い
旨
を
伝
え
た
。

　

翌
四
日
早
朝
、
神
吉
上
村
の
者
三
名
が
返
答
の
た
め
七
ヶ
村
側
の
宿
・
若
狭
屋
を
訪
れ
た
。
彼
ら
は
、
釣
り
道
具
没
収
の
件
を
先
に
内

済
と
す
る
の
に
は
応
じ
が
た
い
と
し
、
掛
釣
漁
の
問
題
を
先
に
協
議
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。
こ
れ
に
応
じ
た
文
左
衛
門
・
定
助
は
、

掛
釣
漁
を
中
止
し
て
ほ
し
い
旨
を
改
め
て
伝
え
た
と
こ
ろ
、
神
吉
上
村
の
者
達
か
ら
は
、
網
漁
は
慣
れ
て
い
な
い
の
で
掛
釣
を
中
止
す
れ

ば
運
上
銀
を
上
納
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
は
い
え
こ
の
ま
ま
掛
釣
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
そ
ち
ら
も
嫌
で
あ
ろ
う
か
ら
、
熟
慮
の

上
で
再
度
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
、
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
場
を
一
端
引
き
取
り
、
同
日
八
ツ
半
刻
に
彦
六
・
定
助
・
嘉
左

衛
門
の
三
名
で
再
び
亀
屋
に
赴
き
、
本
年
は
掛
釣
の
継
続
を
認
め
来
年
以
降
は
中
止
と
す
る
、
と
の
提
案
を
行
っ
た
。
神
吉
上
村
の
者
達

は
熟
考
の
上
で
返
答
す
る
と
し
、
そ
の
日
の
協
議
は
終
了
し
た
。

　

翌
五
日
早
朝
、
彦
六
・
嘉
左
衛
門
の
両
名
が
林
田
式
之
助
宅
を
訪
ね
る
と
、
神
吉
上
村
の
者
達
、
そ
れ
に
取
締
の
穂
積
孫
七
が
既
に
同

宅
に
来
訪
し
て
い
た
。
彼
ら
の
退
出
後
に
再
度
訪
問
し
て
林
田
に
力
添
え
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
神
吉
上
村
に
内
済
を
勧
め
る
こ
と
を
改

め
て
約
束
し
て
く
れ
た
。
朝
食
後
、
彦
六
・
定
助
・
嘉
左
衛
門
の
三
名
で
亀
屋
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
同
村
役
人
が
代
官
所
に
呼

び
出
さ
れ
た
時
だ
っ
た
の
で
宿
に
戻
っ
た
。
昼
前
、
神
吉
上
村
村
役
人
達
が
若
狭
屋
に
来
訪
し
、
内
済
の
条
件
と
し
て
、
本
年
の
み
掛
釣

を
中
止
し
来
年
以
降
は
掛
釣
を
自
由
と
す
る
、
と
の
案
を
示
し
て
亀
屋
に
戻
っ
た
。
こ
れ
は
、
四
日
に
七
ヶ
村
側
が
示
し
た
「
本
年
は
掛

― 11 ―
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題
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
弁
明
を
行
っ
て
い
る
25
。

（
前
略
）
私
共
重
頭
之
引
合
仕
形
等
決
而
不
仕
、
右
村
方
ニ
お
ゐ
て
是
迄
通
之
網
等
ニ
而
漁
候
義
者
私
共
聊
差
支
無
之
候
得
と
も
、

新
規
ニ
掛
針
を
以
漁
候
義
者
相
止
呉
候
様
穏
ニ
引
合
仕
候
得
と
も
、
前
段
申
上
候
通
強
気
申
張
、
此
度
存
外
偽
之
義
と
も
申
立
出
願

仕
候
得
と
も
、
山
国
七
ヶ
村
之
義
名
主
共
往
古
ゟ
（
平
出
）
禁
裏
御
所
様
江
例
年
御
用
鮎
調
進
仕
来
候
儀
ニ
付
而
者
川
筋
ニ
お
ゐ
て

差
支
仕
義
者
決
而
難
成
段
川
下
淀
迄
川
添
村
々
承
知
罷
在
候
儀
ニ
而
神
吉
上
村
迚
も
能
相
弁
、
別
而
当
春
已
来
周
山
村
役
人
共
ゟ
掛

針
漁
之
義
相
止
候
様
申
達
之
趣
も
乍
相
心
得
不
相
止
強
丈
申
立
右
体
之
御
願
仕
候
段
、
何
と
も
難
得
其
意
乍
恐
奉
存
候
、
右
村
之
義

者
同
御
支
配
ニ
候
得
者
、
た
と
ひ
他
領
之
も
の
新
規
掛
針
漁
不
相
止
候
ハ
ヽ
倶
々
申
諭
差
留
呉
可
申
候
処
、
無
其
儀
而
已
な
ら
す
御

料
御
私
領
一
同
相
止
候
ニ
神
吉
上
村
強
丈
申
立
候
段
甚
以
難
相
済
不
実
千
萬
ニ
奉
存
候
（
以
下
略
）

　

ま
ず
、
鮎
漁
に
関
し
て
は
、
網
を
使
う
な
ど
の
従
来
の
漁
法
で
は
な
く
、
掛
釣
と
い
う
新
規
の
漁
法
を
行
う
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
だ

と
し
て
、
鮎
漁
自
体
を
制
限
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
上
で
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
①
網
役
の
妨
げ
と
な
る

よ
う
な
こ
と
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
大
堰
川
下
流
の
村
々
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
神
吉
上
村
も
当
然
認
識

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
、
②
御
料
私
領
に
か
か
わ
ら
ず
掛
釣
漁
を
中
止
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
神
吉
上
村
だ
け
が
強
情
を
申
し
立
て

る
の
は
不
実
千
万
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
網
役
を
根
拠
と
し
た
名
主
達
の
特
権
意
識
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
弁
明
書
に
対
し
代
官
所
役
人
達
は
「
書
付
に
ハ
如
何
様
共
書
候
」
と
ほ
と
ん
ど
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

代
官
所
の
指
示
も
な
い
ま
ま
釣
り
道
具
の
没
収
ま
で
行
っ
た
の
は
「
不
埒
」
で
あ
る
と
七
ヶ
村
側
を
責
め
、
今
一
度
神
吉
上
村
側
と
熟
談

す
る
よ
う
求
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

翌
二
日
早
朝
、
敬
助
、
文
左
衛
門
の
二
人
が
林
田
式
之
助
宅
を
訪
れ
、
釣
り
道
具
没
収
の
経
緯
に
つ
い
て
い
ま
一
度
弁
明
を
行
う
。
彼

ら
は
、
本
年
四
月
に
代
官
所
元
締
の
一
人
で
あ
る
小
田
彦
兵
衛
に
掛
釣
漁
へ
の
対
応
に
つ
い
て
仲
間
の
彦
六
と
定
助
が
内
々
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、「
熟
談
仕
聞
入
不
申
候
ハ
ヽ
猟
道
具
取
上
ケ
可
申
様
」
と
の
仰
せ
が
あ
り
、
六
月
に
も
小
田
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
確

認
を
行
っ
た
、
と
伝
え
た
（
こ
の
話
の
真
偽
は
不
明
で
あ
る
）。
こ
れ
に
対
し
林
田
は
、
小
田
自
身
は
昨
日
の
元
締
に
よ
る
評
議
で
の
中

で
「
山
国
申
分
甚
以
不
埒
仕
方
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
上
で
、
ま
ず
は
神
吉
上
村
と
協
議
し
て
釣
り
道
具
没
収
の
件
を
内

（ 14 ）

２
．
神
吉
上
村
の
反
発

　

敬
助
、
文
左
衛
門
の
両
名
は
周
山
村
六
左
衛
門
に
没
収
し
た
釣
り
道
具
を
預
け
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
六
左
衛
門
の
提

案
に
よ
り
、
神
吉
上
村
の
篠
山
藩
領
分
に
つ
い
て
は
今
後
六
左
衛
門
の
方
で
対
応
し
（
周
山
村
が
篠
山
藩
領
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
）、
七
ヶ

村
は
神
吉
上
村
京
都
代
官
所
支
配
領
（
旗
本
領
）
の
村
役
人
と
交
渉
す
る
こ
と
と
な
っ
た
24
。
二
三
日
、
書
状
を
送
り
塔
村
へ
の
来
訪
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
即
日
で
返
事
が
到
来
す
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

（
前
略
）
当
廿
一
日
御
当
地
ゟ
鮎
惣
代
と
申
両
人
川
端
ヘ
御
出
被
成
（
闕
）
御
所
御
用
申
立
当
村
鮎
猟
師
諸
道
具
一
式
取
上
候
趣
如

何
之
御
心
底
難
斗
候
、
此
義
承
度
候
間
右
品
物
御
持
参
ニ
而
御
使
帰
着
次
第
御
役
人
御
出
可
被
下
候
（
以
下
略
）

　

神
吉
上
村
側
は
釣
り
道
具
の
没
収
を
問
題
視
し
、
自
分
達
が
行
く
の
で
は
な
く
、
七
ヶ
村
側
が
道
具
を
持
参
し
て
神
吉
上
村
ま
で
来
る

よ
う
に
求
め
て
き
た
の
で
あ
る
。「
御
所
御
用
申
立
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
網
役
を
根
拠
に
大
堰
川
筋
鮎
漁
に
お
け
る
自
己
の
特
権
を

当
然
の
も
の
と
す
る
七
ヶ
村
側
の
態
度
に
不
満
を
抱
い
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

七
ヶ
村
側
が
対
応
を
協
議
し
て
い
た
二
七
日
、
今
度
は
京
都
代
官
所
よ
り
「
廿
九
日
朝
五
ツ
時
」
に
出
頭
を
求
め
る
差
紙
が
到
来
し
た
。

神
吉
上
村
が
七
ヶ
村
を
代
官
所
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。
釣
り
道
具
の
没
収
と
い
う
七
ヶ
村
側
の
行
為
が
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
問
題
へ
と

発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。

３
．
代
官
所
役
人
と
の
交
渉

　

差
紙
の
到
来
を
受
け
、
七
ヶ
村
か
ら
敬
助
、
文
左
衛
門
、
嘉
左
衛
門
、
安
左
衛
門
の
四
名
が
二
九
日
朝
五
ツ
刻
に
代
官
所
に
出
頭
し
た
。

四
ツ
半
刻
、
四
名
は
代
官
所
西
御
白
砂
に
て
神
吉
上
村
よ
り
出
さ
れ
た
願
書
を
読
み
聞
か
せ
ら
れ
、
釣
り
道
具
没
収
の
真
意
に
つ
い
て
尋

問
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
四
名
は
神
吉
上
村
が
京
都
代
官
所
に
鮎
漁
に
つ
い
て
の
運
上
銀
を
上
納
し
て
い
た
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
る
。
同

村
が
強
気
の
対
応
を
取
っ
て
き
た
の
は
、
こ
の
事
実
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

四
名
が
そ
の
場
で
弁
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
代
官
所
役
人
の
林
田
式
之
助
は
文
書
と
し
て
提
出
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
そ
こ
で
四
名

は
過
去
の
記
録
類
な
ど
も
調
べ
な
が
ら
、
六
月
晦
日
ま
で
に
文
書
を
作
成
、
翌
七
月
一
日
に
代
官
所
へ
提
出
し
た
。
文
書
で
は
今
回
の
問

― 12 ―
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題
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
弁
明
を
行
っ
て
い
る
25
。

（
前
略
）
私
共
重
頭
之
引
合
仕
形
等
決
而
不
仕
、
右
村
方
ニ
お
ゐ
て
是
迄
通
之
網
等
ニ
而
漁
候
義
者
私
共
聊
差
支
無
之
候
得
と
も
、

新
規
ニ
掛
針
を
以
漁
候
義
者
相
止
呉
候
様
穏
ニ
引
合
仕
候
得
と
も
、
前
段
申
上
候
通
強
気
申
張
、
此
度
存
外
偽
之
義
と
も
申
立
出
願

仕
候
得
と
も
、
山
国
七
ヶ
村
之
義
名
主
共
往
古
ゟ
（
平
出
）
禁
裏
御
所
様
江
例
年
御
用
鮎
調
進
仕
来
候
儀
ニ
付
而
者
川
筋
ニ
お
ゐ
て

差
支
仕
義
者
決
而
難
成
段
川
下
淀
迄
川
添
村
々
承
知
罷
在
候
儀
ニ
而
神
吉
上
村
迚
も
能
相
弁
、
別
而
当
春
已
来
周
山
村
役
人
共
ゟ
掛

針
漁
之
義
相
止
候
様
申
達
之
趣
も
乍
相
心
得
不
相
止
強
丈
申
立
右
体
之
御
願
仕
候
段
、
何
と
も
難
得
其
意
乍
恐
奉
存
候
、
右
村
之
義

者
同
御
支
配
ニ
候
得
者
、
た
と
ひ
他
領
之
も
の
新
規
掛
針
漁
不
相
止
候
ハ
ヽ
倶
々
申
諭
差
留
呉
可
申
候
処
、
無
其
儀
而
已
な
ら
す
御

料
御
私
領
一
同
相
止
候
ニ
神
吉
上
村
強
丈
申
立
候
段
甚
以
難
相
済
不
実
千
萬
ニ
奉
存
候
（
以
下
略
）

　

ま
ず
、
鮎
漁
に
関
し
て
は
、
網
を
使
う
な
ど
の
従
来
の
漁
法
で
は
な
く
、
掛
釣
と
い
う
新
規
の
漁
法
を
行
う
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
だ

と
し
て
、
鮎
漁
自
体
を
制
限
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
上
で
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
①
網
役
の
妨
げ
と
な
る

よ
う
な
こ
と
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
大
堰
川
下
流
の
村
々
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
神
吉
上
村
も
当
然
認
識

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
、
②
御
料
私
領
に
か
か
わ
ら
ず
掛
釣
漁
を
中
止
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
神
吉
上
村
だ
け
が
強
情
を
申
し
立
て

る
の
は
不
実
千
万
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
網
役
を
根
拠
と
し
た
名
主
達
の
特
権
意
識
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
弁
明
書
に
対
し
代
官
所
役
人
達
は
「
書
付
に
ハ
如
何
様
共
書
候
」
と
ほ
と
ん
ど
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

代
官
所
の
指
示
も
な
い
ま
ま
釣
り
道
具
の
没
収
ま
で
行
っ
た
の
は
「
不
埒
」
で
あ
る
と
七
ヶ
村
側
を
責
め
、
今
一
度
神
吉
上
村
側
と
熟
談

す
る
よ
う
求
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

翌
二
日
早
朝
、
敬
助
、
文
左
衛
門
の
二
人
が
林
田
式
之
助
宅
を
訪
れ
、
釣
り
道
具
没
収
の
経
緯
に
つ
い
て
い
ま
一
度
弁
明
を
行
う
。
彼

ら
は
、
本
年
四
月
に
代
官
所
元
締
の
一
人
で
あ
る
小
田
彦
兵
衛
に
掛
釣
漁
へ
の
対
応
に
つ
い
て
仲
間
の
彦
六
と
定
助
が
内
々
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、「
熟
談
仕
聞
入
不
申
候
ハ
ヽ
猟
道
具
取
上
ケ
可
申
様
」
と
の
仰
せ
が
あ
り
、
六
月
に
も
小
田
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
確

認
を
行
っ
た
、
と
伝
え
た
（
こ
の
話
の
真
偽
は
不
明
で
あ
る
）。
こ
れ
に
対
し
林
田
は
、
小
田
自
身
は
昨
日
の
元
締
に
よ
る
評
議
で
の
中

で
「
山
国
申
分
甚
以
不
埒
仕
方
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
上
で
、
ま
ず
は
神
吉
上
村
と
協
議
し
て
釣
り
道
具
没
収
の
件
を
内

（ 14 ）

２
．
神
吉
上
村
の
反
発

　

敬
助
、
文
左
衛
門
の
両
名
は
周
山
村
六
左
衛
門
に
没
収
し
た
釣
り
道
具
を
預
け
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
六
左
衛
門
の
提

案
に
よ
り
、
神
吉
上
村
の
篠
山
藩
領
分
に
つ
い
て
は
今
後
六
左
衛
門
の
方
で
対
応
し
（
周
山
村
が
篠
山
藩
領
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
）、
七
ヶ

村
は
神
吉
上
村
京
都
代
官
所
支
配
領
（
旗
本
領
）
の
村
役
人
と
交
渉
す
る
こ
と
と
な
っ
た
24
。
二
三
日
、
書
状
を
送
り
塔
村
へ
の
来
訪
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
即
日
で
返
事
が
到
来
す
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

（
前
略
）
当
廿
一
日
御
当
地
ゟ
鮎
惣
代
と
申
両
人
川
端
ヘ
御
出
被
成
（
闕
）
御
所
御
用
申
立
当
村
鮎
猟
師
諸
道
具
一
式
取
上
候
趣
如

何
之
御
心
底
難
斗
候
、
此
義
承
度
候
間
右
品
物
御
持
参
ニ
而
御
使
帰
着
次
第
御
役
人
御
出
可
被
下
候
（
以
下
略
）

　

神
吉
上
村
側
は
釣
り
道
具
の
没
収
を
問
題
視
し
、
自
分
達
が
行
く
の
で
は
な
く
、
七
ヶ
村
側
が
道
具
を
持
参
し
て
神
吉
上
村
ま
で
来
る

よ
う
に
求
め
て
き
た
の
で
あ
る
。「
御
所
御
用
申
立
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
網
役
を
根
拠
に
大
堰
川
筋
鮎
漁
に
お
け
る
自
己
の
特
権
を

当
然
の
も
の
と
す
る
七
ヶ
村
側
の
態
度
に
不
満
を
抱
い
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

七
ヶ
村
側
が
対
応
を
協
議
し
て
い
た
二
七
日
、
今
度
は
京
都
代
官
所
よ
り
「
廿
九
日
朝
五
ツ
時
」
に
出
頭
を
求
め
る
差
紙
が
到
来
し
た
。

神
吉
上
村
が
七
ヶ
村
を
代
官
所
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。
釣
り
道
具
の
没
収
と
い
う
七
ヶ
村
側
の
行
為
が
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
問
題
へ
と

発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。

３
．
代
官
所
役
人
と
の
交
渉

　

差
紙
の
到
来
を
受
け
、
七
ヶ
村
か
ら
敬
助
、
文
左
衛
門
、
嘉
左
衛
門
、
安
左
衛
門
の
四
名
が
二
九
日
朝
五
ツ
刻
に
代
官
所
に
出
頭
し
た
。

四
ツ
半
刻
、
四
名
は
代
官
所
西
御
白
砂
に
て
神
吉
上
村
よ
り
出
さ
れ
た
願
書
を
読
み
聞
か
せ
ら
れ
、
釣
り
道
具
没
収
の
真
意
に
つ
い
て
尋

問
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
四
名
は
神
吉
上
村
が
京
都
代
官
所
に
鮎
漁
に
つ
い
て
の
運
上
銀
を
上
納
し
て
い
た
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
る
。
同

村
が
強
気
の
対
応
を
取
っ
て
き
た
の
は
、
こ
の
事
実
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

四
名
が
そ
の
場
で
弁
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
代
官
所
役
人
の
林
田
式
之
助
は
文
書
と
し
て
提
出
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
そ
こ
で
四
名

は
過
去
の
記
録
類
な
ど
も
調
べ
な
が
ら
、
六
月
晦
日
ま
で
に
文
書
を
作
成
、
翌
七
月
一
日
に
代
官
所
へ
提
出
し
た
。
文
書
で
は
今
回
の
問

― 13 ―
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リ
候
ニ
付
文
左
衛
門
、
定
助
罷
出
候
処
、
折
節
庄
右
衛
門
殿
留
主
中
ニ
而
御
子
息
ヘ
右
鮎
掛
差
留
之
儀
頼
置
帰
り
候
事
、
上
世
木

ハ
此
侭
相
止
申
候
、
然
ル
所
同
廿
日
神
吉
上
村
大
勢
山
間
ヘ
出
掛
釣
い
た
し
候
趣
栗
生
谷
村
久
五
郎
申
参
リ
候
ニ
付
、
翌
廿
一
日

塔
村
敬
助
、
文
左
衛
門
両
人
罷
越
山
間
川
筋
見
廻
リ
候
処
、
神
吉
上
村
之
者
笹
山
領
之
も
の
（
四
名
名
前
省
略
・
筆
者
注
）、
小

堀
下
之
者
（
五
名
名
前
省
略
・
筆
者
注
）
〆
九
人
、
右
之
人
数
名
前
書
印
内
四
名
道
具
預
リ
持
帰
リ
候
、

　

七
ヶ
村
は
近
年
、
年
番
の
者
が
四
月
初
旬
よ
り
大
堰
川
下
流
域
を
見
廻
り
、
鮎
登
り
に
支
障
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
。
五

月
八
日
、
宇
津
村
浅
次
郎
、
栗
生
谷
村
久
五
郎
の
両
名
よ
り
神
吉
上
村
の
者
が
大
勢
で
「
掛
釣
」（
掛
針
を
用
い
た
漁
法
）
を
行
っ
て
い

る
と
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
の
で
、
十
三
日
に
塔
村
文
左
衛
門
と
下
黒
田
村
善
次
郎
が
周
山
村
六
左
衛
門
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
同
人
よ

り
神
吉
上
村
庄
屋
儀
左
衛
門
へ
こ
の
件
に
つ
い
て
話
を
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
七
ヶ
村
は
以
前
よ
り
神
吉
上
村
に
よ
る
掛
釣
鮎
漁

の
禁
止
を
京
都
代
官
所
へ
願
い
出
て
い
た
も
の
の
、
代
官
所
の
方
か
ら
は
特
に
返
答
も
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

一
か
月
ほ
ど
の
ち
の
六
月
十
日
、
十
一
日
に
入
っ
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
新
た
に
船
井
郡
上
世
木
村
で
も
掛
釣
鮎
漁
の
実
施
が
確
認
さ
れ
、

ま
た
神
吉
上
村
庄
屋
儀
左
衛
門
は
村
内
の
住
民
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
掛
釣
鮎
漁
は
依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
上
世
木
村
の
鮎
漁
に
つ
い
て
は
、
塔
村
の
文
左
衛
門
、
定
助
が
同
村
に
赴
き
中
止
さ
せ
た
。
一
方
、
神
吉
上
村
に
つ
い
て
は
同
二
十

日
に
大
勢
の
者
が
山
間
で
釣
り
を
行
っ
て
い
る
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
、
翌
二
一
日
に
塔
村
の
敬
助
、
文
左
衛
門
の
両
名
が
現

地
に
向
か
い
、
そ
の
場
に
い
た
計
九
名
の
者
の
名
前
を
聞
き
取
り
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
四
名
の
者
の
釣
り
道
具
を
証
拠
と
し
て
没
収
し

た
。

　

以
上
が
、
神
吉
上
村
と
の
争
論
の
発
端
で
あ
る
。
こ
こ
で
七
ヶ
村
名
主
達
は
単
に
掛
釣
鮎
漁
の
中
止
を
求
め
た
だ
け
で
な
く
、
一
部
の

者
達
の
釣
り
道
具
ま
で
没
収
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
先
例
が
あ
っ
た
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）、
船
井
郡
氷
所
村
の
住
民
が
行
っ
て

い
た
、
渋
を
川
に
流
し
そ
の
上
に
石
灰
・
燔
燀
を
撒
い
て
魚
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
漁
法
が
網
役
の
妨
げ
に
な
る
と
し
て
七
ヶ
村

が
京
都
代
官
所
に
同
村
を
訴
え
た
際
に
も
、
七
ヶ
村
は
同
村
の
住
民
か
ら
上
記
漁
法
の
道
具
を
取
り
上
げ
て
い
た
。
七
ヶ
村
の
側
か
ら
す

れ
ば
、
釣
り
道
具
の
没
収
は
先
例
の
あ
る
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
別
段
問
題
の
な
い
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
る
23
。

（ 12 ）

近
世
社
会
の
中
で
ど
れ
だ
け
強
固
な
も
の
と
な
り
得
た
の
か
。
次
章
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
嘉
永
六
年
、
桑
田
郡
神
吉
上
村
と
の
争
論

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
七
ヶ
村
と
桑
田
郡
神
吉
上
村
と
の
間
で
鮎
漁
を
め
ぐ
る
争
論
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
争
論
が
従
来
の
も
の
と

異
な
る
の
は
、
七
ヶ
村
が
訴
え
る
の
で
は
な
く
相
手
側
に
訴
え
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
内
済
時
の
取
り
決
め
も
含
め
、
七
ヶ
村
側
が
一
貫

し
て
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。「
日
並
帳
」
と
題
さ
れ
た
本
争
論
に
関
す
る
記
録
22
を
基
に
、
以
下
に
検
討
し
て

い
こ
う
（
以
下
、
本
章
の
内
容
は
特
に
注
釈
の
な
い
限
り
す
べ
て
同
文
書
に
よ
る
）。

１
．
発
端

　

ま
ず
は
、
争
論
の
発
端
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　

一
、 

例
年
小
鮎
登
り
精
々
世
話
致
来
り
候
、
近
年
無
数
ニ
候
付
小
堀
様
（
闕
）
御
役
所
（
京
都
代
官
所
・
筆
者
注
）
ゟ
段
々
御
献
上
出

精
可
致
や
う
被
（
闕
）
仰
渡
候
ニ
付
、
当
番
ゟ
小
鮎
登
り
差
支
無
之
精
々
心
掛
ケ
罷
居
候
処
、
川
下
モ
殿
田
こ
と
じ
の
浜
ニ
う
な

き
入
小
鮎
を
汲
候
趣
相
聞
候
ニ
付
、
当
年
番
ニ
而
塔
村
文
左
衛
門
、
下
黒
田
村
善
次
郎
、
右
両
人
四
月
八
日
彼
地
江
罷
越
及
相
対
、

右
う
な
ぎ
取
払
可
致
様
熟
談
相
調
申
候
、
翌
日
九
日
雨
天
ニ
而
傘
村
次
ニ
借
用
致
し
罷
帰
り
候
、
其
節
宇
津
村
之
鮎
掛
候
様
御
願

ニ
付
承
知
致
候
而
罷
帰
り
候
事
、
夫
ゟ
五
月
八
日
宇
津
浮
井
浅
次
郎
、
栗
生
谷
久
五
郎
両
人
神
吉
上
村
ゟ
大
勢
山
間
へ
出
掛
釣
い

た
し
候
趣
申
来
り
候
ニ
付
、
同
十
三
日
塔
村
文
左
衛
門
、
下
黒
田
村
善
次
郎
神
吉
へ
出
越
候
積
リ
ニ
而
周
山
へ
行
、
六
左
衛
門
殿

を
頼
ミ
神
吉
ヘ
書
状
附
被
下
候
や
う
相
頼
ミ
候
処
、
六
左
衛
門
殿
、
文
之
介
殿
御
相
談
之
上
、
神
吉
上
村
庄
や
儀
左
衛
門
殿
へ
右

之
次
第
を
御
熟
談
被
下
旨
約
定
ニ
而
翌
十
四
日
罷
帰
リ
申
候
、
其
後
六
月
十
日
又
候
上
世
木
村
ゟ
鮎
掛
い
た
し
候
趣
右
宇
津
両
人

申
来
り
候
、
則
翌
十
一
日
塔
村
文
左
衛
門
、
定
助
上
世
木
へ
罷
越
候
節
周
山
村
伝
吉
ヘ
立
寄
右
神
吉
之
振
合
相
尋
候
所
、
神
吉
上

村
庄
や
儀
左
衛
門
表
向
ハ
掛
釣
差
止
メ
之
儀
ハ
承
知
い
た
し
候
得
共
村
方
納
兼
候
与
内
々
伝
吉
殿
ヘ
被
申
候
事
与
承
リ
、
夫
ゟ
上

世
木
ヘ
罷
越
候
処
、
前
十
日
塔
村
敬
助
殿
ゟ
鮎
掛
之
儀
ニ
付
年
番
之
者
罷
越
候
趣
之
書
状
被
遣
候
、
其
書
状
則
庄
右
衛
門
殿
ヘ
参

― 14 ―



恵泉女学園大学紀要　第28号

（ 13 ）

リ
候
ニ
付
文
左
衛
門
、
定
助
罷
出
候
処
、
折
節
庄
右
衛
門
殿
留
主
中
ニ
而
御
子
息
ヘ
右
鮎
掛
差
留
之
儀
頼
置
帰
り
候
事
、
上
世
木

ハ
此
侭
相
止
申
候
、
然
ル
所
同
廿
日
神
吉
上
村
大
勢
山
間
ヘ
出
掛
釣
い
た
し
候
趣
栗
生
谷
村
久
五
郎
申
参
リ
候
ニ
付
、
翌
廿
一
日

塔
村
敬
助
、
文
左
衛
門
両
人
罷
越
山
間
川
筋
見
廻
リ
候
処
、
神
吉
上
村
之
者
笹
山
領
之
も
の
（
四
名
名
前
省
略
・
筆
者
注
）、
小

堀
下
之
者
（
五
名
名
前
省
略
・
筆
者
注
）
〆
九
人
、
右
之
人
数
名
前
書
印
内
四
名
道
具
預
リ
持
帰
リ
候
、

　

七
ヶ
村
は
近
年
、
年
番
の
者
が
四
月
初
旬
よ
り
大
堰
川
下
流
域
を
見
廻
り
、
鮎
登
り
に
支
障
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
。
五

月
八
日
、
宇
津
村
浅
次
郎
、
栗
生
谷
村
久
五
郎
の
両
名
よ
り
神
吉
上
村
の
者
が
大
勢
で
「
掛
釣
」（
掛
針
を
用
い
た
漁
法
）
を
行
っ
て
い

る
と
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
の
で
、
十
三
日
に
塔
村
文
左
衛
門
と
下
黒
田
村
善
次
郎
が
周
山
村
六
左
衛
門
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
同
人
よ

り
神
吉
上
村
庄
屋
儀
左
衛
門
へ
こ
の
件
に
つ
い
て
話
を
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
七
ヶ
村
は
以
前
よ
り
神
吉
上
村
に
よ
る
掛
釣
鮎
漁

の
禁
止
を
京
都
代
官
所
へ
願
い
出
て
い
た
も
の
の
、
代
官
所
の
方
か
ら
は
特
に
返
答
も
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

一
か
月
ほ
ど
の
ち
の
六
月
十
日
、
十
一
日
に
入
っ
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
新
た
に
船
井
郡
上
世
木
村
で
も
掛
釣
鮎
漁
の
実
施
が
確
認
さ
れ
、

ま
た
神
吉
上
村
庄
屋
儀
左
衛
門
は
村
内
の
住
民
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
掛
釣
鮎
漁
は
依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
上
世
木
村
の
鮎
漁
に
つ
い
て
は
、
塔
村
の
文
左
衛
門
、
定
助
が
同
村
に
赴
き
中
止
さ
せ
た
。
一
方
、
神
吉
上
村
に
つ
い
て
は
同
二
十

日
に
大
勢
の
者
が
山
間
で
釣
り
を
行
っ
て
い
る
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
、
翌
二
一
日
に
塔
村
の
敬
助
、
文
左
衛
門
の
両
名
が
現

地
に
向
か
い
、
そ
の
場
に
い
た
計
九
名
の
者
の
名
前
を
聞
き
取
り
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
四
名
の
者
の
釣
り
道
具
を
証
拠
と
し
て
没
収
し

た
。

　

以
上
が
、
神
吉
上
村
と
の
争
論
の
発
端
で
あ
る
。
こ
こ
で
七
ヶ
村
名
主
達
は
単
に
掛
釣
鮎
漁
の
中
止
を
求
め
た
だ
け
で
な
く
、
一
部
の

者
達
の
釣
り
道
具
ま
で
没
収
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
先
例
が
あ
っ
た
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）、
船
井
郡
氷
所
村
の
住
民
が
行
っ
て

い
た
、
渋
を
川
に
流
し
そ
の
上
に
石
灰
・
燔
燀
を
撒
い
て
魚
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
漁
法
が
網
役
の
妨
げ
に
な
る
と
し
て
七
ヶ
村

が
京
都
代
官
所
に
同
村
を
訴
え
た
際
に
も
、
七
ヶ
村
は
同
村
の
住
民
か
ら
上
記
漁
法
の
道
具
を
取
り
上
げ
て
い
た
。
七
ヶ
村
の
側
か
ら
す

れ
ば
、
釣
り
道
具
の
没
収
は
先
例
の
あ
る
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
別
段
問
題
の
な
い
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
る
23
。

（ 12 ）

近
世
社
会
の
中
で
ど
れ
だ
け
強
固
な
も
の
と
な
り
得
た
の
か
。
次
章
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
嘉
永
六
年
、
桑
田
郡
神
吉
上
村
と
の
争
論

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
七
ヶ
村
と
桑
田
郡
神
吉
上
村
と
の
間
で
鮎
漁
を
め
ぐ
る
争
論
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
争
論
が
従
来
の
も
の
と

異
な
る
の
は
、
七
ヶ
村
が
訴
え
る
の
で
は
な
く
相
手
側
に
訴
え
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
内
済
時
の
取
り
決
め
も
含
め
、
七
ヶ
村
側
が
一
貫

し
て
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。「
日
並
帳
」
と
題
さ
れ
た
本
争
論
に
関
す
る
記
録
22
を
基
に
、
以
下
に
検
討
し
て

い
こ
う
（
以
下
、
本
章
の
内
容
は
特
に
注
釈
の
な
い
限
り
す
べ
て
同
文
書
に
よ
る
）。

１
．
発
端

　

ま
ず
は
、
争
論
の
発
端
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　

一
、 

例
年
小
鮎
登
り
精
々
世
話
致
来
り
候
、
近
年
無
数
ニ
候
付
小
堀
様
（
闕
）
御
役
所
（
京
都
代
官
所
・
筆
者
注
）
ゟ
段
々
御
献
上
出

精
可
致
や
う
被
（
闕
）
仰
渡
候
ニ
付
、
当
番
ゟ
小
鮎
登
り
差
支
無
之
精
々
心
掛
ケ
罷
居
候
処
、
川
下
モ
殿
田
こ
と
じ
の
浜
ニ
う
な

き
入
小
鮎
を
汲
候
趣
相
聞
候
ニ
付
、
当
年
番
ニ
而
塔
村
文
左
衛
門
、
下
黒
田
村
善
次
郎
、
右
両
人
四
月
八
日
彼
地
江
罷
越
及
相
対
、

右
う
な
ぎ
取
払
可
致
様
熟
談
相
調
申
候
、
翌
日
九
日
雨
天
ニ
而
傘
村
次
ニ
借
用
致
し
罷
帰
り
候
、
其
節
宇
津
村
之
鮎
掛
候
様
御
願

ニ
付
承
知
致
候
而
罷
帰
り
候
事
、
夫
ゟ
五
月
八
日
宇
津
浮
井
浅
次
郎
、
栗
生
谷
久
五
郎
両
人
神
吉
上
村
ゟ
大
勢
山
間
へ
出
掛
釣
い

た
し
候
趣
申
来
り
候
ニ
付
、
同
十
三
日
塔
村
文
左
衛
門
、
下
黒
田
村
善
次
郎
神
吉
へ
出
越
候
積
リ
ニ
而
周
山
へ
行
、
六
左
衛
門
殿

を
頼
ミ
神
吉
ヘ
書
状
附
被
下
候
や
う
相
頼
ミ
候
処
、
六
左
衛
門
殿
、
文
之
介
殿
御
相
談
之
上
、
神
吉
上
村
庄
や
儀
左
衛
門
殿
へ
右

之
次
第
を
御
熟
談
被
下
旨
約
定
ニ
而
翌
十
四
日
罷
帰
リ
申
候
、
其
後
六
月
十
日
又
候
上
世
木
村
ゟ
鮎
掛
い
た
し
候
趣
右
宇
津
両
人

申
来
り
候
、
則
翌
十
一
日
塔
村
文
左
衛
門
、
定
助
上
世
木
へ
罷
越
候
節
周
山
村
伝
吉
ヘ
立
寄
右
神
吉
之
振
合
相
尋
候
所
、
神
吉
上

村
庄
や
儀
左
衛
門
表
向
ハ
掛
釣
差
止
メ
之
儀
ハ
承
知
い
た
し
候
得
共
村
方
納
兼
候
与
内
々
伝
吉
殿
ヘ
被
申
候
事
与
承
リ
、
夫
ゟ
上

世
木
ヘ
罷
越
候
処
、
前
十
日
塔
村
敬
助
殿
ゟ
鮎
掛
之
儀
ニ
付
年
番
之
者
罷
越
候
趣
之
書
状
被
遣
候
、
其
書
状
則
庄
右
衛
門
殿
ヘ
参

― 15 ―
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（ 11 ）

つ
で
も
鮎
漁
を
中
止
す
る
こ
と
を
約
束
す
る 

│ 

大
要
以
上
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

運
上
を
上
納
す
る
こ
と
で
代
官
所
の
後
ろ
盾
を
得
よ
う
と
し
た
佐
切
村
・
越
方
村
に
対
し
、
代
官
所
側
は
諸
方
面
に
差
支
え
が
生
じ
な

い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
代
官
所
が
か
ね
て
よ
り
七
ヶ
村
の
網
役
の
こ
と
を
両
村
に
伝
え
て
い
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
こ
の
諸
方
面
に
差
支
え
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
配
慮
に
は
、
七
ヶ
村
の
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
の
結
果
両
村
は
、
網
役
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
七
ヶ
村
に
約
束
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
も
、
代
官
所
の
存
在
が
網
役
に
伴
う
特
権
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
代
官
所
は
、
自
ら
に
運
上
を
上
納
し
よ

う
と
す
る
者
よ
り
も
、
一
定
の
慣
例
が
あ
る
支
配
領
住
民
に
よ
る
天
皇
・
朝
廷
へ
の
献
上
行
為
の
円
滑
な
実
施
の
方
を
優
先
し
た
の
で
あ

る
。

　

以
上
、
三
つ
の
事
例
を
見
て
き
た
。
い
ず
れ
の
争
論
・
申
し
合
わ
せ
に
お
い
て
も
、
七
ヶ
村
は
網
役
を
理
由
に
自
己
に
有
利
な
裁
定
・

取
り
決
め
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
栃
本
村
、
築
山
村
と
の
争
論
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
七
ヶ
村
が
直
接
交
渉

を
行
っ
た
際
に
は
、
い
ず
れ
も
相
手
村
を
説
得
・
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
網
役
そ
れ
自
体
に
は
、
七
ヶ
村

名
主
達
の
大
堰
川
鮎
漁
に
つ
い
て
の
特
権
を
保
障
す
る
だ
け
の
権
威
性
が
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

七
ヶ
村
が
自
己
に
有
利
な
裁
定
・
取
り
決
め
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
京
都
代
官
所
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
禁
裏
御
料

や
畿
内
の
旗
本
領
を
管
理
す
る
こ
の
幕
府
の
広
域
支
配
機
構
の
介
在
・
後
押
し
が
あ
っ
て
、
七
ヶ
村
名
主
は
は
じ
め
て
網
役
に
伴
う
特
権

を
地
域
社
会
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
残
存
す
る
史
料
を
見
る
限
り
、
網
役
の
特
権
を
め
ぐ
る
他
村
と
の
争
論
は
、
特
権
が
代
官

所
に
認
め
ら
れ
た
寛
政
期
か
ら
文
化
期
の
間
に
頻
発
し
た
の
ち
、
急
速
に
数
を
減
ら
し
て
い
く
21
。
網
役
に
伴
う
特
権
は
、
相
次
ぐ
争
論
、

そ
し
て
そ
の
度
ご
と
に
代
官
所
の
介
入
で
七
ヶ
村
側
に
有
利
な
裁
定
・
取
り
決
め
が
結
ば
れ
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
中
に
認
知
さ
れ
て

い
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
は
、
網
役
に
表
象
さ
れ
る
天
皇
・
朝
廷
の
権
威
が
、
次
第
に
地
域
社
会
の
中
に
浸
透
・
定
着
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
よ
う

に
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
京
都
代
官
所
の
介
在
・
後
押
し
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
定
着
・
浸
透
し
た
そ
の
権
威
な
る
も
の
は
、

（ 10 ）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
札

一
、 

当
両
村
之
儀
川
添
村
ニ
付
是
迄
夏
之
内
鮎
漁
り
も
致
来
候
得
共
村
方
仕
来
而
已
ニ
而
ハ
指
支
候
義
御
座
候
故
、
此
度
御
支
配
所

小
堀
中
務
様
御
役
所
ヘ
鮎
漁
御
運
上
差
上
度
奉
願
上
候
処
、
諸
向
指
支
無
之
哉
御
糺
之
上
何
ヶ
年
季
ヲ
以
鮎
猟
運
上
被
仰
付

候
、
然
ル
処
川
上
村
ニ
而
其
御
村
方
御
名
主
中
従
往
古
（
平
出
）
禁
裏
様
ヘ
御
用
鮎
被
献
候
御
大
切
之
儀
兼
て
御
支
配
所
御
役

所
ニ
も
被
仰
渡
奉
畏
罷
在
候
故
、
聊
以
登
り
鮎
差
支
ヘ
等
致
間
敷
候
、
尤
登
り
鮎
之
節
日
限
ヲ
以
猟
留
等
者
不
申
及
、
其
余
登

り
鮎
指
支
と
相
成
儀
決
而
致
間
敷
候
、
萬
一
後
年
ニ
至
り
御
運
上
銀
申
立
心
得
違
之
者
有
之
其
御
村
々
方
御
名
主
中
ゟ
御
察
当

不
相
用
候
ハ
ヽ
仮
令
願
上
候
年
限
中
御
運
上
致
上
納
候
ニ
不
相
抱
御
差
図
次
第
何
時
ニ
而
も
鮎
猟
相
止
メ
、
其
時
一
言
之
違
背

申
間
敷
候
、
為
後
念
一
札
差
入
申
処
依
而
如
件

 

丹
波
船
井
郡
佐
切
村　
　
　
　

　
　
　

文
化
九
申
年
四
月
日 

（
村
役
人
三
名
略
）

 

同　
　

越
方
村　
　
　
　

 

（
村
役
人
三
名
略
）

　
　
　
　

禁
裏
様
御
料

　
　
　
　
　

山
国
七
ヶ
村

　
　
　
　
　
　
　

御
名
主
中

　

佐
切
村
・
越
方
村
両
村
は
以
前
よ
り
夏
季
に
鮎
漁
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
村
方
仕
来
」
だ
け
で
は
差
支
え
の
あ
る
事
態
が
生
じ

た
（
お
そ
ら
く
は
、
他
村
と
の
間
で
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
）
た
め
、
京
都
代
官
小
堀
正
徳
へ
鮎
漁
に
関
す
る
運
上
の
上
納
を
願
っ

た
と
こ
ろ
、
諸
方
面
に
差
支
え
が
生
じ
な
い
か
ど
う
か
を
吟
味
し
た
上
で
年
季
を
定
め
て
上
納
す
る
よ
う
に
、
と
の
仰
せ
が
あ
っ
た
。

七
ヶ
村
の
名
主
達
が
御
所
へ
鮎
献
上
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
代
官
所
か
ら
も
か
ね
て
よ
り
知
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
期
間
は
鮎
漁
を

行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
鮎
登
り
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
た
い
。
も
し
後
年
に
運
上
銀
上
納
を
盾
に
取
る
心
得
違
い

の
者
が
現
れ
、
七
ヶ
村
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
運
上
の
上
納
期
間
中
で
あ
ろ
う
と
指
示
が
あ
れ
ば
い

― 16 ―
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つ
で
も
鮎
漁
を
中
止
す
る
こ
と
を
約
束
す
る 

│ 

大
要
以
上
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

運
上
を
上
納
す
る
こ
と
で
代
官
所
の
後
ろ
盾
を
得
よ
う
と
し
た
佐
切
村
・
越
方
村
に
対
し
、
代
官
所
側
は
諸
方
面
に
差
支
え
が
生
じ
な

い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
代
官
所
が
か
ね
て
よ
り
七
ヶ
村
の
網
役
の
こ
と
を
両
村
に
伝
え
て
い
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
こ
の
諸
方
面
に
差
支
え
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
配
慮
に
は
、
七
ヶ
村
の
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
の
結
果
両
村
は
、
網
役
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
七
ヶ
村
に
約
束
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
も
、
代
官
所
の
存
在
が
網
役
に
伴
う
特
権
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
代
官
所
は
、
自
ら
に
運
上
を
上
納
し
よ

う
と
す
る
者
よ
り
も
、
一
定
の
慣
例
が
あ
る
支
配
領
住
民
に
よ
る
天
皇
・
朝
廷
へ
の
献
上
行
為
の
円
滑
な
実
施
の
方
を
優
先
し
た
の
で
あ

る
。

　

以
上
、
三
つ
の
事
例
を
見
て
き
た
。
い
ず
れ
の
争
論
・
申
し
合
わ
せ
に
お
い
て
も
、
七
ヶ
村
は
網
役
を
理
由
に
自
己
に
有
利
な
裁
定
・

取
り
決
め
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
栃
本
村
、
築
山
村
と
の
争
論
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
七
ヶ
村
が
直
接
交
渉

を
行
っ
た
際
に
は
、
い
ず
れ
も
相
手
村
を
説
得
・
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
網
役
そ
れ
自
体
に
は
、
七
ヶ
村

名
主
達
の
大
堰
川
鮎
漁
に
つ
い
て
の
特
権
を
保
障
す
る
だ
け
の
権
威
性
が
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

七
ヶ
村
が
自
己
に
有
利
な
裁
定
・
取
り
決
め
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
京
都
代
官
所
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
禁
裏
御
料

や
畿
内
の
旗
本
領
を
管
理
す
る
こ
の
幕
府
の
広
域
支
配
機
構
の
介
在
・
後
押
し
が
あ
っ
て
、
七
ヶ
村
名
主
は
は
じ
め
て
網
役
に
伴
う
特
権

を
地
域
社
会
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
残
存
す
る
史
料
を
見
る
限
り
、
網
役
の
特
権
を
め
ぐ
る
他
村
と
の
争
論
は
、
特
権
が
代
官

所
に
認
め
ら
れ
た
寛
政
期
か
ら
文
化
期
の
間
に
頻
発
し
た
の
ち
、
急
速
に
数
を
減
ら
し
て
い
く
21
。
網
役
に
伴
う
特
権
は
、
相
次
ぐ
争
論
、

そ
し
て
そ
の
度
ご
と
に
代
官
所
の
介
入
で
七
ヶ
村
側
に
有
利
な
裁
定
・
取
り
決
め
が
結
ば
れ
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
中
に
認
知
さ
れ
て

い
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
は
、
網
役
に
表
象
さ
れ
る
天
皇
・
朝
廷
の
権
威
が
、
次
第
に
地
域
社
会
の
中
に
浸
透
・
定
着
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
よ
う

に
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
京
都
代
官
所
の
介
在
・
後
押
し
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
定
着
・
浸
透
し
た
そ
の
権
威
な
る
も
の
は
、

（ 10 ）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
札

一
、 

当
両
村
之
儀
川
添
村
ニ
付
是
迄
夏
之
内
鮎
漁
り
も
致
来
候
得
共
村
方
仕
来
而
已
ニ
而
ハ
指
支
候
義
御
座
候
故
、
此
度
御
支
配
所

小
堀
中
務
様
御
役
所
ヘ
鮎
漁
御
運
上
差
上
度
奉
願
上
候
処
、
諸
向
指
支
無
之
哉
御
糺
之
上
何
ヶ
年
季
ヲ
以
鮎
猟
運
上
被
仰
付

候
、
然
ル
処
川
上
村
ニ
而
其
御
村
方
御
名
主
中
従
往
古
（
平
出
）
禁
裏
様
ヘ
御
用
鮎
被
献
候
御
大
切
之
儀
兼
て
御
支
配
所
御
役

所
ニ
も
被
仰
渡
奉
畏
罷
在
候
故
、
聊
以
登
り
鮎
差
支
ヘ
等
致
間
敷
候
、
尤
登
り
鮎
之
節
日
限
ヲ
以
猟
留
等
者
不
申
及
、
其
余
登

り
鮎
指
支
と
相
成
儀
決
而
致
間
敷
候
、
萬
一
後
年
ニ
至
り
御
運
上
銀
申
立
心
得
違
之
者
有
之
其
御
村
々
方
御
名
主
中
ゟ
御
察
当

不
相
用
候
ハ
ヽ
仮
令
願
上
候
年
限
中
御
運
上
致
上
納
候
ニ
不
相
抱
御
差
図
次
第
何
時
ニ
而
も
鮎
猟
相
止
メ
、
其
時
一
言
之
違
背

申
間
敷
候
、
為
後
念
一
札
差
入
申
処
依
而
如
件

 

丹
波
船
井
郡
佐
切
村　
　
　
　

　
　
　

文
化
九
申
年
四
月
日 

（
村
役
人
三
名
略
）

 

同　
　

越
方
村　
　
　
　

 

（
村
役
人
三
名
略
）

　
　
　
　

禁
裏
様
御
料

　
　
　
　
　

山
国
七
ヶ
村

　
　
　
　
　
　
　

御
名
主
中

　

佐
切
村
・
越
方
村
両
村
は
以
前
よ
り
夏
季
に
鮎
漁
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
村
方
仕
来
」
だ
け
で
は
差
支
え
の
あ
る
事
態
が
生
じ

た
（
お
そ
ら
く
は
、
他
村
と
の
間
で
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
）
た
め
、
京
都
代
官
小
堀
正
徳
へ
鮎
漁
に
関
す
る
運
上
の
上
納
を
願
っ

た
と
こ
ろ
、
諸
方
面
に
差
支
え
が
生
じ
な
い
か
ど
う
か
を
吟
味
し
た
上
で
年
季
を
定
め
て
上
納
す
る
よ
う
に
、
と
の
仰
せ
が
あ
っ
た
。

七
ヶ
村
の
名
主
達
が
御
所
へ
鮎
献
上
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
代
官
所
か
ら
も
か
ね
て
よ
り
知
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
期
間
は
鮎
漁
を

行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
鮎
登
り
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
た
い
。
も
し
後
年
に
運
上
銀
上
納
を
盾
に
取
る
心
得
違
い

の
者
が
現
れ
、
七
ヶ
村
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
運
上
の
上
納
期
間
中
で
あ
ろ
う
と
指
示
が
あ
れ
ば
い

― 17 ―
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切
れ
込
み
が
生
じ
た
の
で
、
そ
の
切
れ
込
み
を
そ
の
ま
ま
と
し
、
さ
ら
に
筏
通
行
用
の
水
路
を
四
間
半
に
広
げ
か
つ
蛇
籠
を
一
つ
取

り
払
う
こ
と
を
提
案
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
私
達
か
ら
は
、
筏
通
行
用
の
水
路
は
流
れ
が
強
く
鮎
が
登
れ
な
い
の
で
、
蛇
籠
を
切

れ
込
み
に
つ
な
ぐ
形
で
四
間
半
分
抜
い
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
築
山
村
は
こ
れ
に
快
く
応
じ
て
く
れ
、
後
日
確
認
し
に
来
る
よ
う
に
、

と
ま
で
言
っ
て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
八
日
に
井
堰
を
確
認
し
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
切
れ
込
み
の
と
こ
ろ
に
は
蛇
籠
が
二
重
に
差

し
入
れ
ら
れ
て
い
た
上
、
横
木
な
ど
も
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
驚
い
て
築
山
村
の
村
役
人
達
を
問
い
詰
め
た
が
、
不
分
明
の
こ

と
ば
か
り
述
べ
る
の
で
、
大
い
に
難
儀
し
た
。
さ
る
巳
年
に
も
こ
の
井
堰
の
た
め
に
鮎
が
登
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に

は
上
久
世
木
村
よ
り
た
っ
て
の
願
い
で
鮎
止
め
を
し
て
い
た
が
直
ち
に
取
り
払
う
こ
と
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
心
得
違
い
は
し
な
い

こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
網
役
を
務
め
る
の
に
非
常
に
難
渋
し
て
い
る
の
で
、
右
の
者
達
を
お
糺
し
の
上
、
網
役
を
妨
げ
な
い
よ

う
仰
せ
付
け
て
ほ
し
い
。

　

再
願
書
を
受
け
取
っ
た
京
都
代
官
所
は
、
七
ヶ
村
、
築
山
村
双
方
の
代
表
者
を
呼
び
出
し
、
再
度
の
話
し
合
い
を
指
示
し
た
。
三
日
後

に
会
合
し
た
両
者
は
、
①
切
れ
込
み
の
と
こ
ろ
に
つ
な
ぐ
形
で
蛇
籠
を
五
間
半
取
り
払
い
、
鮎
登
り
の
水
路
を
設
け
る
、
②
そ
れ
で
も
鮎

登
り
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
蛇
籠
を
堰
の
下
に
入
れ
て
水
の
流
れ
を
穏
や
か
に
す
る
、
と
い
う
七
ヶ
村
側
が
当
初
要
求
し
て
い
た
以
上
の

内
容
を
取
り
決
め
、
代
官
所
へ
済
口
証
文
を
提
出
し
た
。

　

こ
の
築
山
村
と
の
争
論
も
、
先
に
見
た
栃
本
村
と
の
争
論
と
同
様
の
展
開
を
辿
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
七
ヶ
村
か
ら
直
接
鮎
登

り
の
た
め
の
井
堰
取
り
払
い
を
願
う
も
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
京
都
代
官
所
へ
出
願
す
る
こ
と
で
相
手
側
に
井
堰
改
築
を
約
束
さ
せ

る
、
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
網
役
は
依
然
と
し
て
そ
れ
自
体
で
相
手
側
を
説
得
・
了
承
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
代
官

所
を
介
す
る
こ
と
で
よ
う
や
く
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

３
．
文
化
九
年
、
船
井
郡
佐
切
村
・
越
方
村
と
の
申
し
合
わ
せ

　

文
化
九
年
（
一
八
〇
九
）、
山
国
禁
裏
御
料
七
ヶ
村
と
船
井
郡
佐
切
村
・
越
方
村
の
二
村
と
の
間
で
あ
る
申
し
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
。

以
下
の
史
料
は
、
そ
の
際
に
佐
切
・
越
方
両
村
か
ら
七
ヶ
村
宛
に
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

（ 8 ）

な
状
況
の
た
め
、
本
年
の
網
役
が
充
分
に
務
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
心
も
と
な
い
。
こ
の
こ
と
を
小
堀
様
よ
り
御
所
表
へ
伝
え
て
ほ
し

い
。

　

以
上
の
歎
願
に
対
し
京
都
代
官
所
は
、
七
ヶ
村
に
対
し
今
一
度
栃
本
村
に
懸
け
合
い
、
な
お
も
栃
本
村
が
頓
着
し
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

代
官
所
の
方
で
取
り
扱
う
と
返
答
し
た
。
代
官
所
か
ら
の
後
押
し
を
受
け
て
意
を
強
く
し
た
七
ヶ
村
は
、
早
速
栃
本
村
に
赴
い
て
再
交
渉

を
行
う
。
そ
の
結
果
、
栃
本
村
側
は
自
分
達
の
非
を
全
面
的
に
認
め
た
上
で
、
多
く
の
費
用
を
費
や
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
現
行
の
堰

の
形
を
と
ど
め
た
ま
ま
で
鮎
登
り
に
支
障
が
な
い
よ
う
工
夫
を
す
る
こ
と
、
も
し
そ
れ
で
も
支
障
が
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
以
前
の
砂
堰
の

状
態
に
戻
す
こ
と
、
以
上
二
点
を
一
札
と
し
て
提
出
し
た
。

　

右
に
見
た
よ
う
に
、
争
論
自
体
は
七
ヶ
村
側
に
有
利
な
形
で
解
決
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
網
役
を
務
め
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
彼

ら
の
主
張
を
栃
本
村
に
認
め
さ
せ
る
上
で
有
効
に
作
用
し
た
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
で
は
栃
本
村
の
住
民
達
が
井
堰
の
改
修
を
考
え
ざ

る
を
得
な
い
ほ
ど
に
網
役
と
い
う
行
為
に
権
威
性
が
看
取
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
あ
え
て
原
文
で
引
用
し

た
「
高
が
私
共
風
情
之
相
頼
候
儀
」
と
い
う
七
ヶ
村
側
の
表
現
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
栃
本
村
は
鮎
漁
の
一
定
期
間
中
止
を
七
ヶ

村
側
が
直
接
依
頼
し
た
際
に
は
、
取
り
合
お
う
と
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
栃
本
村
が
そ
の
後
自
分
達
の
非
を
認
め
、
鮎
登
り
に
支
障

が
出
な
い
た
め
の
工
夫
を
行
う
約
束
を
し
た
の
は
、
京
都
代
官
所
が
七
ヶ
村
側
の
後
押
し
を
す
る
動
き
を
見
せ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
網
役

に
伴
う
特
権
は
、
そ
の
役
自
体
の
希
少
性
や
権
威
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
京
都
代
官
所
と
い
う
支
配
機
構
の
介
在
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

２
．
文
化
七
年
、
山
城
国
乙
訓
郡
築
山
村
と
の
争
論

　

文
化
七
年
（
一
八
〇
七
）
三
月
末
、
七
ヶ
村
は
京
都
代
官
小
堀
正
徳
に
山
城
国
乙
訓
郡
築
山
村
の
井
堰
取
り
払
い
に
つ
い
て
の
再
願
書

を
提
出
し
た
（
最
初
の
願
書
に
つ
い
て
は
不
明
）。
そ
の
内
容
は
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

先
日
来
お
願
い
し
て
い
る
築
山
村
村
域
内
の
井
堰
の
取
り
払
い
に
関
し
、
さ
る
二
六
日
に
代
官
所
が
同
村
の
者
を
呼
び
出
し
七
ヶ
村

と
話
し
合
う
よ
う
指
示
し
て
く
れ
た
の
で
、
同
村
の
者
達
と
対
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
、
先
日
の
洪
水
で
井
堰
の
東
側
に

― 18 ―
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切
れ
込
み
が
生
じ
た
の
で
、
そ
の
切
れ
込
み
を
そ
の
ま
ま
と
し
、
さ
ら
に
筏
通
行
用
の
水
路
を
四
間
半
に
広
げ
か
つ
蛇
籠
を
一
つ
取

り
払
う
こ
と
を
提
案
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
私
達
か
ら
は
、
筏
通
行
用
の
水
路
は
流
れ
が
強
く
鮎
が
登
れ
な
い
の
で
、
蛇
籠
を
切

れ
込
み
に
つ
な
ぐ
形
で
四
間
半
分
抜
い
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
築
山
村
は
こ
れ
に
快
く
応
じ
て
く
れ
、
後
日
確
認
し
に
来
る
よ
う
に
、

と
ま
で
言
っ
て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
八
日
に
井
堰
を
確
認
し
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
切
れ
込
み
の
と
こ
ろ
に
は
蛇
籠
が
二
重
に
差

し
入
れ
ら
れ
て
い
た
上
、
横
木
な
ど
も
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
驚
い
て
築
山
村
の
村
役
人
達
を
問
い
詰
め
た
が
、
不
分
明
の
こ

と
ば
か
り
述
べ
る
の
で
、
大
い
に
難
儀
し
た
。
さ
る
巳
年
に
も
こ
の
井
堰
の
た
め
に
鮎
が
登
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に

は
上
久
世
木
村
よ
り
た
っ
て
の
願
い
で
鮎
止
め
を
し
て
い
た
が
直
ち
に
取
り
払
う
こ
と
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
心
得
違
い
は
し
な
い

こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
網
役
を
務
め
る
の
に
非
常
に
難
渋
し
て
い
る
の
で
、
右
の
者
達
を
お
糺
し
の
上
、
網
役
を
妨
げ
な
い
よ

う
仰
せ
付
け
て
ほ
し
い
。

　

再
願
書
を
受
け
取
っ
た
京
都
代
官
所
は
、
七
ヶ
村
、
築
山
村
双
方
の
代
表
者
を
呼
び
出
し
、
再
度
の
話
し
合
い
を
指
示
し
た
。
三
日
後

に
会
合
し
た
両
者
は
、
①
切
れ
込
み
の
と
こ
ろ
に
つ
な
ぐ
形
で
蛇
籠
を
五
間
半
取
り
払
い
、
鮎
登
り
の
水
路
を
設
け
る
、
②
そ
れ
で
も
鮎

登
り
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
蛇
籠
を
堰
の
下
に
入
れ
て
水
の
流
れ
を
穏
や
か
に
す
る
、
と
い
う
七
ヶ
村
側
が
当
初
要
求
し
て
い
た
以
上
の

内
容
を
取
り
決
め
、
代
官
所
へ
済
口
証
文
を
提
出
し
た
。

　

こ
の
築
山
村
と
の
争
論
も
、
先
に
見
た
栃
本
村
と
の
争
論
と
同
様
の
展
開
を
辿
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
七
ヶ
村
か
ら
直
接
鮎
登

り
の
た
め
の
井
堰
取
り
払
い
を
願
う
も
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
京
都
代
官
所
へ
出
願
す
る
こ
と
で
相
手
側
に
井
堰
改
築
を
約
束
さ
せ

る
、
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
網
役
は
依
然
と
し
て
そ
れ
自
体
で
相
手
側
を
説
得
・
了
承
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
代
官

所
を
介
す
る
こ
と
で
よ
う
や
く
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

３
．
文
化
九
年
、
船
井
郡
佐
切
村
・
越
方
村
と
の
申
し
合
わ
せ

　

文
化
九
年
（
一
八
〇
九
）、
山
国
禁
裏
御
料
七
ヶ
村
と
船
井
郡
佐
切
村
・
越
方
村
の
二
村
と
の
間
で
あ
る
申
し
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
。

以
下
の
史
料
は
、
そ
の
際
に
佐
切
・
越
方
両
村
か
ら
七
ヶ
村
宛
に
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

（ 8 ）

な
状
況
の
た
め
、
本
年
の
網
役
が
充
分
に
務
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
心
も
と
な
い
。
こ
の
こ
と
を
小
堀
様
よ
り
御
所
表
へ
伝
え
て
ほ
し

い
。

　

以
上
の
歎
願
に
対
し
京
都
代
官
所
は
、
七
ヶ
村
に
対
し
今
一
度
栃
本
村
に
懸
け
合
い
、
な
お
も
栃
本
村
が
頓
着
し
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

代
官
所
の
方
で
取
り
扱
う
と
返
答
し
た
。
代
官
所
か
ら
の
後
押
し
を
受
け
て
意
を
強
く
し
た
七
ヶ
村
は
、
早
速
栃
本
村
に
赴
い
て
再
交
渉

を
行
う
。
そ
の
結
果
、
栃
本
村
側
は
自
分
達
の
非
を
全
面
的
に
認
め
た
上
で
、
多
く
の
費
用
を
費
や
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
現
行
の
堰

の
形
を
と
ど
め
た
ま
ま
で
鮎
登
り
に
支
障
が
な
い
よ
う
工
夫
を
す
る
こ
と
、
も
し
そ
れ
で
も
支
障
が
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
以
前
の
砂
堰
の

状
態
に
戻
す
こ
と
、
以
上
二
点
を
一
札
と
し
て
提
出
し
た
。

　

右
に
見
た
よ
う
に
、
争
論
自
体
は
七
ヶ
村
側
に
有
利
な
形
で
解
決
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
網
役
を
務
め
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
彼

ら
の
主
張
を
栃
本
村
に
認
め
さ
せ
る
上
で
有
効
に
作
用
し
た
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
で
は
栃
本
村
の
住
民
達
が
井
堰
の
改
修
を
考
え
ざ

る
を
得
な
い
ほ
ど
に
網
役
と
い
う
行
為
に
権
威
性
が
看
取
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
あ
え
て
原
文
で
引
用
し

た
「
高
が
私
共
風
情
之
相
頼
候
儀
」
と
い
う
七
ヶ
村
側
の
表
現
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
栃
本
村
は
鮎
漁
の
一
定
期
間
中
止
を
七
ヶ

村
側
が
直
接
依
頼
し
た
際
に
は
、
取
り
合
お
う
と
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
栃
本
村
が
そ
の
後
自
分
達
の
非
を
認
め
、
鮎
登
り
に
支
障

が
出
な
い
た
め
の
工
夫
を
行
う
約
束
を
し
た
の
は
、
京
都
代
官
所
が
七
ヶ
村
側
の
後
押
し
を
す
る
動
き
を
見
せ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
網
役

に
伴
う
特
権
は
、
そ
の
役
自
体
の
希
少
性
や
権
威
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
京
都
代
官
所
と
い
う
支
配
機
構
の
介
在
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

２
．
文
化
七
年
、
山
城
国
乙
訓
郡
築
山
村
と
の
争
論

　

文
化
七
年
（
一
八
〇
七
）
三
月
末
、
七
ヶ
村
は
京
都
代
官
小
堀
正
徳
に
山
城
国
乙
訓
郡
築
山
村
の
井
堰
取
り
払
い
に
つ
い
て
の
再
願
書

を
提
出
し
た
（
最
初
の
願
書
に
つ
い
て
は
不
明
）。
そ
の
内
容
は
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

先
日
来
お
願
い
し
て
い
る
築
山
村
村
域
内
の
井
堰
の
取
り
払
い
に
関
し
、
さ
る
二
六
日
に
代
官
所
が
同
村
の
者
を
呼
び
出
し
七
ヶ
村

と
話
し
合
う
よ
う
指
示
し
て
く
れ
た
の
で
、
同
村
の
者
達
と
対
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
、
先
日
の
洪
水
で
井
堰
の
東
側
に

― 19 ―
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村
落
と
の
い
く
つ
か
の
争
論
の
分
析
を
通
じ
、
当
該
時
期
の
畿
内
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
特
質
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

１
．
宇
津
郷
栃
本
村
と
の
争
論

　

文
化
六
年
（
一
八
〇
六
）
四
月
、
七
ヶ
村
は
京
都
代
官
小
堀
正
徳
に
宛
て
て
一
通
の
歎
願
書
を
提
出
し
た
。
桑
田
郡
栃
本
村
村
域
内
を

流
れ
る
大
堰
川
に
設
け
ら
れ
た
井
堰
が
鮎
登
り
を
妨
げ
、
網
役
に
困
難
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
歎
願
書
の

内
容
を
要
約
し
て
み
よ
う
（
以
下
、
本
章
の
内
容
は
す
べ
て
「
辻
健
家
文
書
」
十
六
―
一
に
よ
る
）。

例
年
は
三
月
に
入
る
と
山
国
郷
域
に
も
小
鮎
が
登
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
、
当
年
は
三
月
下
旬
に
な
っ
て
も
鮎
が
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
大
堰
川
を
下
流
か
ら
調
べ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
栃
本
村
の
中
に
作
ら
れ
た
新
堰
が
鮎
登
り
を
妨
げ
、
ま
た
同
村
お
よ
び

近
隣
の
中
地
村
、
栗
生
谷
村
、
浮
井
村
の
住
民
が
鮎
漁
を
行
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
四
ヶ
村
に
対
し
て
四
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で

鮎
漁
を
中
止
す
る
よ
う
要
請
し
た
も
の
の
、「
高
が
私
共
風
情
之
相
頼
候
儀
」
で
は
ま
っ
た
く
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
そ
の
後
も

山
国
郷
域
に
は
鮎
が
登
っ
て
こ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
栃
本
村
の
新
堰
は
、
宝
暦
年
間
に
谷
田
に
水
を
引
く
た
め
に
堰
を
設
け

た
い
と
栃
本
村
側
か
ら
話
が
あ
っ
た
も
の
で
、
鮎
登
り
や
筏
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
砂
堰
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
栃
本
村
は
堰
周
辺
に
広
大
な
田
地
を
開
発
し
、
堰
も
い
つ
の
間
に
か
柴
堰
へ
と
勝
手
に
変
え
て
し
ま

い
、
鮎
登
り
と
筏
通
行
に
支
障
が
出
は
じ
め
た
。
加
え
て
、
さ
る
寅
年
に
あ
っ
た
洪
水
後
、
小
出
信
濃
守
様
（
園
部
藩
主
小
出
英
筠
）

が
普
請
料
を
下
付
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
さ
ら
に
厳
重
な
井
堰
が
作
ら
れ
、
飛
び
鮎
で
さ
え
も
堰
を
越
え
ら
れ
な
い

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
毎
年
新
堰
ま
で
赴
き
、
栃
本
村
の
村
役
人
に
頼
ん
で
鮎
登
り
の
水
棚
を
仕
掛
け
て
い
る
が
、

我
々
が
そ
の
場
に
い
る
時
し
か
効
果
が
な
く
、
網
役
を
務
め
る
の
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
四
ヶ
村
は
鮎
を
京
の
魚
棚
へ
売
っ
て
儲

け
て
い
る
の
に
私
達
は
網
役
を
満
足
に
務
め
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
非
常
に
迷
惑
し
て
い
る
。
こ
の
件
で
栃
本
村
に
対
し
て
は
改
め

て
強
く
訴
え
た
も
の
の
、
栃
本
村
一
村
の
都
合
だ
け
で
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
再
び
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に
信

濃
守
様
が
命
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
怪
し
ん
で
い
る
が
、
私
た
ち
か
ら
は
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う

（ 6 ）

存
候
得
共
、
生
鮎
ニ
而
ハ
遠
方
之
儀
故
鮎
損
し
候
而
（
闕
）
御
所
様
迄
難
相
届
奉
存
候
間
、
去
年
之
通
リ
塩
鮎
ニ
而
奉
差
上
度
、
此

段
御
願
奉
申
上
候
（
以
下
略
）

　

通
常
、
献
上
の
た
め
の
鮎
漁
は
七
ヶ
村
で
一
村
ご
と
の
担
当
時
期
を
決
め
、
網
株
を
持
つ
各
村
の
名
主
が
中
心
と
な
っ
て
鮎
を
取
り
、

そ
れ
を
御
所
へ
献
上
し
て
い
く
、
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
た
（
傍
線
部
①
）。
献
上
時
期
は
、
六
月
の
下
旬
か
ら
八
月
初
頭
の
一
ヶ
月
弱

で
あ
る
15
。
一
村
ご
と
の
漁
が
不
調
で
あ
っ
た
場
合
、
全
村
共
同
で
の
鮎
漁
を
行
う
（
傍
線
部
②
）。
そ
れ
で
も
な
お
不
調
で
あ
っ
た
際

に
は
、
遠
方
ま
で
出
向
い
て
漁
を
行
い
、
鮎
の
確
保
に
努
め
た
（
傍
線
部
③
）。
以
上
の
手
順
を
経
て
も
な
お
十
分
な
量
が
取
れ
な
い
場

合
は
、
他
の
村
々
や
京
都
の
魚
棚
で
鮎
を
購
入
し
献
上
す
る
16
、
歎
願
書
を
提
出
し
そ
の
年
の
鮎
の
献
上
数
に
つ
い
て
の
配
慮
や
免
除
を

願
う
17
、
な
ど
の
方
法
が
取
ら
れ
た
。

　

網
役
は
慶
応
三
年
の
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
↓
幕
府
廃
止
後
も
継
続
さ
れ
た
が
、
そ
の
性
格
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
四
日
、
七
ヶ
村
惣
代
が
御
所
の
用
度
司
に
呼
び
出
さ
れ
、
明
治
元
年
の
献
上
鮎
の
「
料
物
」
と
し
て
金
子
五
千

疋
が
下
賜
さ
れ
た
。
こ
の
明
治
元
年
以
前
の
献
上
に
お
い
て
、
御
所
の
側
か
ら
料
物
が
支
払
わ
れ
た
事
例
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。

つ
ま
り
、
明
治
元
年
以
降
の
網
役
は
、
献
上
で
は
な
く
事
実
上
の
買
い
上
げ
へ
と
形
式
が
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
戊
辰
戦
争
も
終
了
し
、

天
皇
を
頂
点
に
据
え
た
新
た
な
統
治
体
制
の
確
立
が
目
指
さ
れ
て
い
る
中
で
、
特
定
地
域
の
人
々
と
天
皇
と
の
つ
な
が
り
は
解
体
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
18
。
献
上
は
翌
明
治
三
年
ま
で
続
け
ら
れ
、
四
年
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
四
年
八
月
十
五
日
に
地
方
産

物
の
政
府
へ
の
献
上
禁
止
を
命
じ
る
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
て
お
り
19
、
そ
れ
を
受
け
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
文
化
年
間
に
お
け
る
七
ヶ
村
と
大
堰
川
下
流
域
村
落
と
の
争
論

　

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
七
ヶ
村
は
可
能
な
限
り
の
手
段
を
用
い
て
網
役
の
継
続
に
努
め
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
網
役
を
務
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
鮎
の
優
先
的
漁
業
権
を
確
保
し
、
鮎
の
市
場
へ
の
販
売
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
こ
う
と
の
思
惑
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
20
、

で
は
、
か
か
る
彼
ら
の
思
惑
は
、
近
世
期
を
通
じ
貫
徹
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
文
化
年
間
に
生
じ
た
七
ヶ
村
と
大
堰
川
下
流

― 20 ―
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村
落
と
の
い
く
つ
か
の
争
論
の
分
析
を
通
じ
、
当
該
時
期
の
畿
内
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
特
質
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

１
．
宇
津
郷
栃
本
村
と
の
争
論

　

文
化
六
年
（
一
八
〇
六
）
四
月
、
七
ヶ
村
は
京
都
代
官
小
堀
正
徳
に
宛
て
て
一
通
の
歎
願
書
を
提
出
し
た
。
桑
田
郡
栃
本
村
村
域
内
を

流
れ
る
大
堰
川
に
設
け
ら
れ
た
井
堰
が
鮎
登
り
を
妨
げ
、
網
役
に
困
難
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
歎
願
書
の

内
容
を
要
約
し
て
み
よ
う
（
以
下
、
本
章
の
内
容
は
す
べ
て
「
辻
健
家
文
書
」
十
六
―
一
に
よ
る
）。

例
年
は
三
月
に
入
る
と
山
国
郷
域
に
も
小
鮎
が
登
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
、
当
年
は
三
月
下
旬
に
な
っ
て
も
鮎
が
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
大
堰
川
を
下
流
か
ら
調
べ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
栃
本
村
の
中
に
作
ら
れ
た
新
堰
が
鮎
登
り
を
妨
げ
、
ま
た
同
村
お
よ
び

近
隣
の
中
地
村
、
栗
生
谷
村
、
浮
井
村
の
住
民
が
鮎
漁
を
行
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
四
ヶ
村
に
対
し
て
四
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で

鮎
漁
を
中
止
す
る
よ
う
要
請
し
た
も
の
の
、「
高
が
私
共
風
情
之
相
頼
候
儀
」
で
は
ま
っ
た
く
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
そ
の
後
も

山
国
郷
域
に
は
鮎
が
登
っ
て
こ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
栃
本
村
の
新
堰
は
、
宝
暦
年
間
に
谷
田
に
水
を
引
く
た
め
に
堰
を
設
け

た
い
と
栃
本
村
側
か
ら
話
が
あ
っ
た
も
の
で
、
鮎
登
り
や
筏
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
砂
堰
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
栃
本
村
は
堰
周
辺
に
広
大
な
田
地
を
開
発
し
、
堰
も
い
つ
の
間
に
か
柴
堰
へ
と
勝
手
に
変
え
て
し
ま

い
、
鮎
登
り
と
筏
通
行
に
支
障
が
出
は
じ
め
た
。
加
え
て
、
さ
る
寅
年
に
あ
っ
た
洪
水
後
、
小
出
信
濃
守
様
（
園
部
藩
主
小
出
英
筠
）

が
普
請
料
を
下
付
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
さ
ら
に
厳
重
な
井
堰
が
作
ら
れ
、
飛
び
鮎
で
さ
え
も
堰
を
越
え
ら
れ
な
い

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
毎
年
新
堰
ま
で
赴
き
、
栃
本
村
の
村
役
人
に
頼
ん
で
鮎
登
り
の
水
棚
を
仕
掛
け
て
い
る
が
、

我
々
が
そ
の
場
に
い
る
時
し
か
効
果
が
な
く
、
網
役
を
務
め
る
の
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
四
ヶ
村
は
鮎
を
京
の
魚
棚
へ
売
っ
て
儲

け
て
い
る
の
に
私
達
は
網
役
を
満
足
に
務
め
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
非
常
に
迷
惑
し
て
い
る
。
こ
の
件
で
栃
本
村
に
対
し
て
は
改
め

て
強
く
訴
え
た
も
の
の
、
栃
本
村
一
村
の
都
合
だ
け
で
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
再
び
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に
信

濃
守
様
が
命
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
怪
し
ん
で
い
る
が
、
私
た
ち
か
ら
は
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う

（ 6 ）

存
候
得
共
、
生
鮎
ニ
而
ハ
遠
方
之
儀
故
鮎
損
し
候
而
（
闕
）
御
所
様
迄
難
相
届
奉
存
候
間
、
去
年
之
通
リ
塩
鮎
ニ
而
奉
差
上
度
、
此

段
御
願
奉
申
上
候
（
以
下
略
）

　

通
常
、
献
上
の
た
め
の
鮎
漁
は
七
ヶ
村
で
一
村
ご
と
の
担
当
時
期
を
決
め
、
網
株
を
持
つ
各
村
の
名
主
が
中
心
と
な
っ
て
鮎
を
取
り
、

そ
れ
を
御
所
へ
献
上
し
て
い
く
、
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
た
（
傍
線
部
①
）。
献
上
時
期
は
、
六
月
の
下
旬
か
ら
八
月
初
頭
の
一
ヶ
月
弱

で
あ
る
15
。
一
村
ご
と
の
漁
が
不
調
で
あ
っ
た
場
合
、
全
村
共
同
で
の
鮎
漁
を
行
う
（
傍
線
部
②
）。
そ
れ
で
も
な
お
不
調
で
あ
っ
た
際

に
は
、
遠
方
ま
で
出
向
い
て
漁
を
行
い
、
鮎
の
確
保
に
努
め
た
（
傍
線
部
③
）。
以
上
の
手
順
を
経
て
も
な
お
十
分
な
量
が
取
れ
な
い
場

合
は
、
他
の
村
々
や
京
都
の
魚
棚
で
鮎
を
購
入
し
献
上
す
る
16
、
歎
願
書
を
提
出
し
そ
の
年
の
鮎
の
献
上
数
に
つ
い
て
の
配
慮
や
免
除
を

願
う
17
、
な
ど
の
方
法
が
取
ら
れ
た
。

　

網
役
は
慶
応
三
年
の
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
↓
幕
府
廃
止
後
も
継
続
さ
れ
た
が
、
そ
の
性
格
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
四
日
、
七
ヶ
村
惣
代
が
御
所
の
用
度
司
に
呼
び
出
さ
れ
、
明
治
元
年
の
献
上
鮎
の
「
料
物
」
と
し
て
金
子
五
千

疋
が
下
賜
さ
れ
た
。
こ
の
明
治
元
年
以
前
の
献
上
に
お
い
て
、
御
所
の
側
か
ら
料
物
が
支
払
わ
れ
た
事
例
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。

つ
ま
り
、
明
治
元
年
以
降
の
網
役
は
、
献
上
で
は
な
く
事
実
上
の
買
い
上
げ
へ
と
形
式
が
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
戊
辰
戦
争
も
終
了
し
、

天
皇
を
頂
点
に
据
え
た
新
た
な
統
治
体
制
の
確
立
が
目
指
さ
れ
て
い
る
中
で
、
特
定
地
域
の
人
々
と
天
皇
と
の
つ
な
が
り
は
解
体
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
18
。
献
上
は
翌
明
治
三
年
ま
で
続
け
ら
れ
、
四
年
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
四
年
八
月
十
五
日
に
地
方
産

物
の
政
府
へ
の
献
上
禁
止
を
命
じ
る
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
て
お
り
19
、
そ
れ
を
受
け
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
文
化
年
間
に
お
け
る
七
ヶ
村
と
大
堰
川
下
流
域
村
落
と
の
争
論

　

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
七
ヶ
村
は
可
能
な
限
り
の
手
段
を
用
い
て
網
役
の
継
続
に
努
め
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
網
役
を
務
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
鮎
の
優
先
的
漁
業
権
を
確
保
し
、
鮎
の
市
場
へ
の
販
売
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
こ
う
と
の
思
惑
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
20
、

で
は
、
か
か
る
彼
ら
の
思
惑
は
、
近
世
期
を
通
じ
貫
徹
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
文
化
年
間
に
生
じ
た
七
ヶ
村
と
大
堰
川
下
流

― 21 ―



近世後期地域社会における天皇・朝廷権威

（ 5 ）

【表一】網役による御所への生鮎・塩鮎献上数一覧

年 生鮎 塩鮎 年 生鮎 塩鮎
寛政11年（1799） 60 400 天保13年（1842） 332 430
寛政12年（1800） 790 400 天保14年（1843） 931 400
享和元年（1801） 460 400 天保15年（1844） 1,084 400
享和２年（1802） 739 400 弘化２年（1845） 841 400
享和３年（1803） 495 400 弘化３年（1846） 481 210
文化元年（1804） 264 400 弘化４年（1847） 696 400
文化２年（1805） 200 400 嘉永元年（1848） 751 400
文化３年（1806） 334 400 嘉永２年（1849） 1,091 400
文化４年（1807） 291 400 嘉永３年（1850） 120 400
文化５年（1808） 481 400 嘉永４年（1851） 194 400

13年分記載なし 嘉永５年（1852） 153 363
文政５年（1822） 366 記載なし 嘉永６年（1853） 1,537 400

２年分記載なし 嘉永７年（1854） 63 220
文政８年（1825） 1,090 410 安政２年（1855） 1,321 400

文政９年（1826） 1,328 430 安政３年（1856） 50 150
（焼鮎）

文政10年（1827） 1,140 415 安政４年（1857） 記載なし
文政11年（1828） 記載なし 安政５年（1858） 1,062 440
文政12年（1829） ０ 215 安政６年（1859） 1,170 440
文政13年（1830） 532 400 万延元年（1860） 876 440
天保２年（1831） 62 154 文久元年（1861） 1,357 450
天保３年（1832） 230 230 文久２年（1862） 1,076 468
天保４年（1833） 12 208 文久３年（1863） 1,434 430
天保５年（1834） 1,247 430 元治元年（1864） 1,064 580
天保６年（1835） 260 400 慶応元年（1865） 1,049 500
天保７年（1836） 113 230 慶応２年（1866） 822 500
天保８年（1837） 794 415 慶応３年（1867） 1,427 420
天保９年（1838） 1,030 400 慶応４年（1868） 622 420
天保10年（1839） 1,076 421 明治２年（1869） 535 455
天保11年（1840） 920 420 明治３年（1870） 423 440
天保12年（1841） 984 400

「辻健家文書」16－１、16－３より筆者作成

（ 4 ）

一
、
寛
政
十
一
年
〜
明
治
三
年
の
鮎
献
上
の
動
向

　

【
表
一
】
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
の
間
に
七
ヶ
村
か
ら
禁
裏
御
所
へ
献
上
し
た
生
鮎
と

塩
鮎
の
数
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
〜
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
十
三
年
間
、
そ
れ
に
文
政
六
年
、
同
七

年
、
同
十
一
年
、
安
政
四
年
の
献
上
数
が
不
明
な
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
に
お
け
る
網
役
の
お
お
よ
そ
の
動
向
を
掴
む
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
。

　

元
々
、
山
国
か
ら
御
所
へ
献
上
さ
れ
る
鮎
は
生
鮎
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
山
国
郷
へ
の
登
り
鮎
が
次
第
に
減

少
し
て
く
る
と
、
生
鮎
の
御
所
へ
の
献
上
も
困
難
と
な
っ
て
く
る
。
鮮
度
上
、
生
鮎
は
保
存
が
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
寛
政

十
年
よ
り
、
生
鮎
を
少
数
し
か
献
上
で
き
な
い
場
合
、
保
存
が
一
定
期
間
可
能
な
塩
鮎
を
代
替
と
し
て
献
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
10
。
こ

の
よ
う
に
、
当
初
塩
鮎
は
生
鮎
の
代
替
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
朝
廷
に
お
い
て
塩
鮎
自
体
の
需
要
が
高
ま
る
と
11
、
生

鮎
・
塩
鮎
双
方
の
献
上
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

献
上
数
の
推
移
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
塩
鮎
は
四
〇
〇
疋
献
上
と
い
う
の
が
一
つ
の
目
安
と
さ
れ
て
お
り
12
、
こ
の
数
字
は
【
表
一
】

の
全
期
間
を
通
じ
お
お
よ
そ
守
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
生
鮎
の
献
上
数
は
年
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
た
。
か
か
る
状
況
を
理
解
し
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
御
所
の
方
で
も
生
鮎
に
つ
い
て
は
数
の
基
準
を
特
に
設
け
な
か
っ
た
13
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
寛
政
末
年
か

ら
天
保
初
年
は
献
上
数
が
不
安
定
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
天
保
中
期
以
降
は
嘉
永
期
を
除
い
て
高
水
準
で
安
定
し
、
献
上
数
が
千
疋
を
超

え
る
の
も
珍
し
く
な
く
な
る
。

　

た
だ
し
、
献
上
数
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
山
国
郷
内
で
の
鮎
漁
が
豊
漁
だ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
こ
こ
で
、
寛
政
十
一
年
に
七
ヶ
村

が
生
鮎
の
代
替
と
し
て
塩
鮎
の
献
上
を
願
っ
た
（
こ
の
史
料
自
体
が
、
こ
の
頃
に
は
塩
鮎
献
上
が
慣
例
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左

と
な
る
）
文
書
を
見
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
14
。

一
、 

御
用
鮎
之
御
義
、
先
達
而
茂
以
書
附
御
願
奉
申
上
候
通
リ
例
年
之
通
リ
ニ
壱
ヶ
村
ツ
ヽ
之
人
数
ニ
而
漁
リ
候
而
ハ
一
向
鮎
上
リ
不
申

候
ニ
付
、
七
ヶ
村
打
込
ニ
仕
候
而
随
分
出
精
仕
候
而
も
全
体
近
廻
リ
ニ
ハ
甚
無
数
候
得
者
、
遠
方
江
出
在
仕
候
而
漁
リ
奉
差
上
度
奉

①

②

③

― 22 ―
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【表一】網役による御所への生鮎・塩鮎献上数一覧

年 生鮎 塩鮎 年 生鮎 塩鮎
寛政11年（1799） 60 400 天保13年（1842） 332 430
寛政12年（1800） 790 400 天保14年（1843） 931 400
享和元年（1801） 460 400 天保15年（1844） 1,084 400
享和２年（1802） 739 400 弘化２年（1845） 841 400
享和３年（1803） 495 400 弘化３年（1846） 481 210
文化元年（1804） 264 400 弘化４年（1847） 696 400
文化２年（1805） 200 400 嘉永元年（1848） 751 400
文化３年（1806） 334 400 嘉永２年（1849） 1,091 400
文化４年（1807） 291 400 嘉永３年（1850） 120 400
文化５年（1808） 481 400 嘉永４年（1851） 194 400

13年分記載なし 嘉永５年（1852） 153 363
文政５年（1822） 366 記載なし 嘉永６年（1853） 1,537 400

２年分記載なし 嘉永７年（1854） 63 220
文政８年（1825） 1,090 410 安政２年（1855） 1,321 400

文政９年（1826） 1,328 430 安政３年（1856） 50 150
（焼鮎）

文政10年（1827） 1,140 415 安政４年（1857） 記載なし
文政11年（1828） 記載なし 安政５年（1858） 1,062 440
文政12年（1829） ０ 215 安政６年（1859） 1,170 440
文政13年（1830） 532 400 万延元年（1860） 876 440
天保２年（1831） 62 154 文久元年（1861） 1,357 450
天保３年（1832） 230 230 文久２年（1862） 1,076 468
天保４年（1833） 12 208 文久３年（1863） 1,434 430
天保５年（1834） 1,247 430 元治元年（1864） 1,064 580
天保６年（1835） 260 400 慶応元年（1865） 1,049 500
天保７年（1836） 113 230 慶応２年（1866） 822 500
天保８年（1837） 794 415 慶応３年（1867） 1,427 420
天保９年（1838） 1,030 400 慶応４年（1868） 622 420
天保10年（1839） 1,076 421 明治２年（1869） 535 455
天保11年（1840） 920 420 明治３年（1870） 423 440
天保12年（1841） 984 400

「辻健家文書」16－１、16－３より筆者作成

（ 4 ）

一
、
寛
政
十
一
年
〜
明
治
三
年
の
鮎
献
上
の
動
向

　

【
表
一
】
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
の
間
に
七
ヶ
村
か
ら
禁
裏
御
所
へ
献
上
し
た
生
鮎
と

塩
鮎
の
数
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
〜
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
十
三
年
間
、
そ
れ
に
文
政
六
年
、
同
七

年
、
同
十
一
年
、
安
政
四
年
の
献
上
数
が
不
明
な
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
に
お
け
る
網
役
の
お
お
よ
そ
の
動
向
を
掴
む
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
。

　

元
々
、
山
国
か
ら
御
所
へ
献
上
さ
れ
る
鮎
は
生
鮎
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
山
国
郷
へ
の
登
り
鮎
が
次
第
に
減

少
し
て
く
る
と
、
生
鮎
の
御
所
へ
の
献
上
も
困
難
と
な
っ
て
く
る
。
鮮
度
上
、
生
鮎
は
保
存
が
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
寛
政

十
年
よ
り
、
生
鮎
を
少
数
し
か
献
上
で
き
な
い
場
合
、
保
存
が
一
定
期
間
可
能
な
塩
鮎
を
代
替
と
し
て
献
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
10
。
こ

の
よ
う
に
、
当
初
塩
鮎
は
生
鮎
の
代
替
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
朝
廷
に
お
い
て
塩
鮎
自
体
の
需
要
が
高
ま
る
と
11
、
生

鮎
・
塩
鮎
双
方
の
献
上
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

献
上
数
の
推
移
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
塩
鮎
は
四
〇
〇
疋
献
上
と
い
う
の
が
一
つ
の
目
安
と
さ
れ
て
お
り
12
、
こ
の
数
字
は
【
表
一
】

の
全
期
間
を
通
じ
お
お
よ
そ
守
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
生
鮎
の
献
上
数
は
年
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
た
。
か
か
る
状
況
を
理
解
し
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
御
所
の
方
で
も
生
鮎
に
つ
い
て
は
数
の
基
準
を
特
に
設
け
な
か
っ
た
13
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
寛
政
末
年
か

ら
天
保
初
年
は
献
上
数
が
不
安
定
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
天
保
中
期
以
降
は
嘉
永
期
を
除
い
て
高
水
準
で
安
定
し
、
献
上
数
が
千
疋
を
超

え
る
の
も
珍
し
く
な
く
な
る
。

　

た
だ
し
、
献
上
数
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
山
国
郷
内
で
の
鮎
漁
が
豊
漁
だ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
こ
こ
で
、
寛
政
十
一
年
に
七
ヶ
村

が
生
鮎
の
代
替
と
し
て
塩
鮎
の
献
上
を
願
っ
た
（
こ
の
史
料
自
体
が
、
こ
の
頃
に
は
塩
鮎
献
上
が
慣
例
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左

と
な
る
）
文
書
を
見
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
14
。

一
、 

御
用
鮎
之
御
義
、
先
達
而
茂
以
書
附
御
願
奉
申
上
候
通
リ
例
年
之
通
リ
ニ
壱
ヶ
村
ツ
ヽ
之
人
数
ニ
而
漁
リ
候
而
ハ
一
向
鮎
上
リ
不
申

候
ニ
付
、
七
ヶ
村
打
込
ニ
仕
候
而
随
分
出
精
仕
候
而
も
全
体
近
廻
リ
ニ
ハ
甚
無
数
候
得
者
、
遠
方
江
出
在
仕
候
而
漁
リ
奉
差
上
度
奉

①

②

③
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な
ら
な
い
」
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
が

8
、
そ
も
そ
も
、
こ
こ
で
そ
の
存
在
を
自
明
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
天
皇
・
朝
廷
の
権
威
と

は
、
一
体
何
な
の
か
。
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
近
世
社
会
に
は
天
皇
・
朝
廷
と
何
ら
か
の
関
係
性
を
築
く
こ
と
で
自
己
に
有
利
な
状
況

を
作
り
出
そ
う
と
す
る
者
・
社
会
集
団
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
天
皇
・
朝
廷
と
関
係
性
を
築
く
こ
と
そ

れ
自
体
が
彼
ら
の
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
で
何
ら
か
の
権
益
を
制
度
的
・
社
会
的
に
保
障
さ
れ
た
が
ゆ
え

に
こ
そ
彼
ら
は
天
皇
・
朝
廷
へ
の
接
近
を
図
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
権
益
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
天
皇
・
朝

廷
は
人
々
の
権
威
た
り
得
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
問
わ
れ
る
べ
き
は
権
益
を
保
障
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ

り
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
近
世
社
会
の
展
開
の
中
で
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
当
該
時
期

に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
な
る
も
の
の
位
置
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

検
討
の
対
象
と
す
る
の
は
、
丹
波
国
桑
田
郡
山
国
郷
十
二
ヶ
村
の
う
ち
、
禁
裏
御
料
で
あ
っ
た
鳥
居
・
井
戸
・
塔
・
小
塩
・
上
黒
田
・

黒
田
宮
・
下
黒
田
の
七
ヶ
村
（
以
下
、
七
ヶ
村
と
略
記
）
に
居
住
す
る
「
名
主
」（
み
ょ
う
し
ゅ
）
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
、

毎
年
六
月
か
ら
八
月
の
時
期
に
か
け
て
行
っ
て
い
た
「
網
役
」
と
い
う
鮎
の
禁
裏
御
所
へ
の
献
上
行
為
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
網
役
に

つ
い
て
は
、
既
に
山
崎
圭
氏
が
十
八
世
紀
を
中
心
に
分
析
を
行
い
、
①
網
役
は
十
七
世
紀
に
お
い
て
は
山
国
郷
の
本
郷
八
ヶ
村
（
鳥
居
・

塔
・
井
戸
・
下
・
辻
・
中
江
・
比
賀
江
・
大
野
の
八
ヶ
村
）
居
住
の
名
主
が
中
心
と
な
り
行
っ
て
い
た
が
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に

先
述
の
七
ヶ
村
が
禁
裏
御
料
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
で
網
役
も
七
ヶ
村
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
②
寛
政
四
年
（
一
七
九

二
）
に
七
ヶ
村
名
主
達
が
鳥
居
村
の
平
百
姓
達
を
不
正
な
鮎
漁
・
鮎
献
上
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
京
都
代
官
所
へ
訴
え
、
そ
の
過
程
で

七
ヶ
村
名
主
達
の
大
堰
川
鮎
漁
に
お
け
る
特
権
（
鮎
の
優
先
的
漁
業
権
）
が
代
官
所
に
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
、
③
文
政
初
年
に
山

国
郷
十
二
ヶ
村
名
主
が
禁
裏
御
料
・
私
領
一
体
で
網
役
を
行
う
こ
と
を
企
図
す
る
と
、
枝
郷
で
あ
る
小
塩
・
上
黒
田
・
黒
田
宮
・
下
黒
田

の
四
ヶ
村
の
名
主
や
本
郷
八
ヶ
村
の
平
百
姓
が
こ
の
動
き
に
反
発
し
、
郷
内
に
お
け
る
名
主
の
地
位
自
体
が
危
う
く
な
っ
た
こ
と
、
以
上

三
点
を
指
摘
し
て
い
る

9
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
の
課
題
か
ら
見
て
重
要
な
の
は
②
で
あ
る
。
京
都
代
官
所
に
承
認
さ
れ
た
七
ヶ
村
名
主
達

の
大
堰
川
鮎
漁
に
お
け
る
特
権
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
形
で
維
持
、
あ
る
い
は
変
化
し
て
い
く
の
か
。
文
化
期
か
ら
嘉
永
期
に
か
け
て

の
時
期
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（ 2 ）

び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
の
浮
上
が
直
接
的
に
王
政
復
古
や
近
代
天
皇
制
成
立
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
一
面
に
お
い
て
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
動
向
（
お
よ
び
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
歴
史
イ
メ
ー
ジ
）
に
対
し
、「
天
皇
・
朝
廷
と
社
会
の
関
係
が
十
分
問
わ
れ

な
い
ま
ま
に
、
政
治
過
程
か
ら
演
繹
的
に
天
皇
権
威
の
浮
上
が
説
明
さ
れ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
批
判
し
、
近

世
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
の
位
置
づ
け
を
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
が
上
田
長
生
氏
で
あ
る

6
。
幕
末
維

新
畿
内
社
会
に
お
け
る
陵
墓
管
理
・
祭
祀
を
め
ぐ
る
動
向
を
詳
細
に
分
析
し
た
氏
の
議
論
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
天

皇
・
朝
廷
と
社
会
・
民
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
陵
墓
管
理
に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
た
村
役
人
層
・
豪
農
商
層
の
動
き
は
一
過
性

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
彼
ら
の
動
き
は
幕
末
と
い
う
時
代
状
況
の
中
で
天
皇
を
一
時
的
に
権
威
と
し
て
選
択
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
こ
と
、
こ
う
し
た
形
こ
そ
が
近
世
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
と
社
会
と
の
関
係
性
の
実
態
で
あ
り
、
天
皇
を
め
ぐ
る
近
代
社
会

の
動
向
は
か
か
る
近
世
期
に
固
有
の
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
あ
り
方
か
ら
は
切
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
く
、
と
の
見
解
を
提
示
し

て
い
る
。

　

天
皇
・
朝
廷
と
社
会
の
関
係
を
多
角
的
に
問
う
必
要
性
を
説
く
氏
の
見
解
に
は
、
筆
者
も
強
く
同
意
す
る
。
ま
た
、
陵
墓
管
理
を
め
ぐ

る
村
役
人
層
・
豪
農
商
層
の
動
き
を
、
天
皇
を
一
時
的
に
権
威
と
し
て
選
択
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
捉
え
る
上
田
氏
の
評
価
に
つ
い
て

も
、
筆
者
自
身
、
本
論
文
で
事
例
と
す
る
丹
波
国
桑
田
郡
山
国
郷
を
対
象
に
行
っ
た
研
究
の
中
で
同
様
の
見
解
に
到
達
し
て
お
り

7
、
上

田
氏
の
主
張
を
実
証
的
に
補
強
し
た
と
い
え
る
。
現
象
的
に
は
古
代
か
ら
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
超
時
代
的
に
語
ら
れ
が
ち

な
天
皇
を
め
ぐ
る
議
論
に
時
代
性
・
段
階
性
を
持
た
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
近
世
天
皇
・
朝
廷
と
社
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
実
態
分

析
は
今
後
も
さ
ら
に
深
め
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
研
究
動
向
に
対
す
る
理
解
を
前
提
に
本
稿
で
議
論
し
た
い
の
は
、
天
皇
・
朝
廷
権
威
な
る
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。
上
田
氏
は

そ
の
著
書
の
中
で
、
天
皇
・
朝
廷
権
威
が
浮
上
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
二
者
択
一
的
な
評
価
を
乗
り
越
え
て
い
く
上
で
必
要
な
作
業
と
し

て
「
い
つ
い
か
な
る
状
況
・
場
面
で
権
威
が
浮
上
し
た
の
か
（
あ
る
い
は
、
浮
上
し
た
か
に
み
え
る
の
か
）、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
権
威

や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
受
容
さ
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
、
そ
う
し
た
関
係
が
い
か
に
展
開
し
た
の
か
を
含
め
て
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
」
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
が

8
、
そ
も
そ
も
、
こ
こ
で
そ
の
存
在
を
自
明
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
天
皇
・
朝
廷
の
権
威
と

は
、
一
体
何
な
の
か
。
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
近
世
社
会
に
は
天
皇
・
朝
廷
と
何
ら
か
の
関
係
性
を
築
く
こ
と
で
自
己
に
有
利
な
状
況

を
作
り
出
そ
う
と
す
る
者
・
社
会
集
団
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
天
皇
・
朝
廷
と
関
係
性
を
築
く
こ
と
そ

れ
自
体
が
彼
ら
の
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
で
何
ら
か
の
権
益
を
制
度
的
・
社
会
的
に
保
障
さ
れ
た
が
ゆ
え

に
こ
そ
彼
ら
は
天
皇
・
朝
廷
へ
の
接
近
を
図
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
権
益
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
天
皇
・
朝

廷
は
人
々
の
権
威
た
り
得
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
問
わ
れ
る
べ
き
は
権
益
を
保
障
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ

り
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
近
世
社
会
の
展
開
の
中
で
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
当
該
時
期

に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
な
る
も
の
の
位
置
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

検
討
の
対
象
と
す
る
の
は
、
丹
波
国
桑
田
郡
山
国
郷
十
二
ヶ
村
の
う
ち
、
禁
裏
御
料
で
あ
っ
た
鳥
居
・
井
戸
・
塔
・
小
塩
・
上
黒
田
・

黒
田
宮
・
下
黒
田
の
七
ヶ
村
（
以
下
、
七
ヶ
村
と
略
記
）
に
居
住
す
る
「
名
主
」（
み
ょ
う
し
ゅ
）
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
、

毎
年
六
月
か
ら
八
月
の
時
期
に
か
け
て
行
っ
て
い
た
「
網
役
」
と
い
う
鮎
の
禁
裏
御
所
へ
の
献
上
行
為
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
網
役
に

つ
い
て
は
、
既
に
山
崎
圭
氏
が
十
八
世
紀
を
中
心
に
分
析
を
行
い
、
①
網
役
は
十
七
世
紀
に
お
い
て
は
山
国
郷
の
本
郷
八
ヶ
村
（
鳥
居
・

塔
・
井
戸
・
下
・
辻
・
中
江
・
比
賀
江
・
大
野
の
八
ヶ
村
）
居
住
の
名
主
が
中
心
と
な
り
行
っ
て
い
た
が
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に

先
述
の
七
ヶ
村
が
禁
裏
御
料
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
で
網
役
も
七
ヶ
村
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
②
寛
政
四
年
（
一
七
九

二
）
に
七
ヶ
村
名
主
達
が
鳥
居
村
の
平
百
姓
達
を
不
正
な
鮎
漁
・
鮎
献
上
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
京
都
代
官
所
へ
訴
え
、
そ
の
過
程
で

七
ヶ
村
名
主
達
の
大
堰
川
鮎
漁
に
お
け
る
特
権
（
鮎
の
優
先
的
漁
業
権
）
が
代
官
所
に
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
、
③
文
政
初
年
に
山

国
郷
十
二
ヶ
村
名
主
が
禁
裏
御
料
・
私
領
一
体
で
網
役
を
行
う
こ
と
を
企
図
す
る
と
、
枝
郷
で
あ
る
小
塩
・
上
黒
田
・
黒
田
宮
・
下
黒
田

の
四
ヶ
村
の
名
主
や
本
郷
八
ヶ
村
の
平
百
姓
が
こ
の
動
き
に
反
発
し
、
郷
内
に
お
け
る
名
主
の
地
位
自
体
が
危
う
く
な
っ
た
こ
と
、
以
上

三
点
を
指
摘
し
て
い
る

9
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
の
課
題
か
ら
見
て
重
要
な
の
は
②
で
あ
る
。
京
都
代
官
所
に
承
認
さ
れ
た
七
ヶ
村
名
主
達

の
大
堰
川
鮎
漁
に
お
け
る
特
権
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
形
で
維
持
、
あ
る
い
は
変
化
し
て
い
く
の
か
。
文
化
期
か
ら
嘉
永
期
に
か
け
て

の
時
期
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（ 2 ）

び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
の
浮
上
が
直
接
的
に
王
政
復
古
や
近
代
天
皇
制
成
立
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
一
面
に
お
い
て
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
動
向
（
お
よ
び
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
歴
史
イ
メ
ー
ジ
）
に
対
し
、「
天
皇
・
朝
廷
と
社
会
の
関
係
が
十
分
問
わ
れ

な
い
ま
ま
に
、
政
治
過
程
か
ら
演
繹
的
に
天
皇
権
威
の
浮
上
が
説
明
さ
れ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
批
判
し
、
近

世
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
の
位
置
づ
け
を
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
が
上
田
長
生
氏
で
あ
る

6
。
幕
末
維

新
畿
内
社
会
に
お
け
る
陵
墓
管
理
・
祭
祀
を
め
ぐ
る
動
向
を
詳
細
に
分
析
し
た
氏
の
議
論
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
天

皇
・
朝
廷
と
社
会
・
民
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
陵
墓
管
理
に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
た
村
役
人
層
・
豪
農
商
層
の
動
き
は
一
過
性

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
彼
ら
の
動
き
は
幕
末
と
い
う
時
代
状
況
の
中
で
天
皇
を
一
時
的
に
権
威
と
し
て
選
択
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
こ
と
、
こ
う
し
た
形
こ
そ
が
近
世
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
と
社
会
と
の
関
係
性
の
実
態
で
あ
り
、
天
皇
を
め
ぐ
る
近
代
社
会

の
動
向
は
か
か
る
近
世
期
に
固
有
の
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
あ
り
方
か
ら
は
切
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
く
、
と
の
見
解
を
提
示
し

て
い
る
。

　

天
皇
・
朝
廷
と
社
会
の
関
係
を
多
角
的
に
問
う
必
要
性
を
説
く
氏
の
見
解
に
は
、
筆
者
も
強
く
同
意
す
る
。
ま
た
、
陵
墓
管
理
を
め
ぐ

る
村
役
人
層
・
豪
農
商
層
の
動
き
を
、
天
皇
を
一
時
的
に
権
威
と
し
て
選
択
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
捉
え
る
上
田
氏
の
評
価
に
つ
い
て

も
、
筆
者
自
身
、
本
論
文
で
事
例
と
す
る
丹
波
国
桑
田
郡
山
国
郷
を
対
象
に
行
っ
た
研
究
の
中
で
同
様
の
見
解
に
到
達
し
て
お
り

7
、
上

田
氏
の
主
張
を
実
証
的
に
補
強
し
た
と
い
え
る
。
現
象
的
に
は
古
代
か
ら
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
超
時
代
的
に
語
ら
れ
が
ち

な
天
皇
を
め
ぐ
る
議
論
に
時
代
性
・
段
階
性
を
持
た
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
近
世
天
皇
・
朝
廷
と
社
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
実
態
分

析
は
今
後
も
さ
ら
に
深
め
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
研
究
動
向
に
対
す
る
理
解
を
前
提
に
本
稿
で
議
論
し
た
い
の
は
、
天
皇
・
朝
廷
権
威
な
る
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。
上
田
氏
は

そ
の
著
書
の
中
で
、
天
皇
・
朝
廷
権
威
が
浮
上
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
二
者
択
一
的
な
評
価
を
乗
り
越
え
て
い
く
上
で
必
要
な
作
業
と
し

て
「
い
つ
い
か
な
る
状
況
・
場
面
で
権
威
が
浮
上
し
た
の
か
（
あ
る
い
は
、
浮
上
し
た
か
に
み
え
る
の
か
）、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
権
威

や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
受
容
さ
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
、
そ
う
し
た
関
係
が
い
か
に
展
開
し
た
の
か
を
含
め
て
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
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近世後期地域社会における天皇・朝廷権威

（ 1 ）

近
世
後
期
地
域
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威

│
丹
波
国
桑
田
郡
山
国
郷
禁
裏
御
料
七
ヶ
村
の
鮎
献
上
（
網
役
）
を
事
例
に
│

𠮷　

岡　
　
　

拓

キ
ー
ワ
ー
ド
：
網
役　

天
皇
・
朝
廷
権
威　

鮎　

禁
裏
御
料　

丹
波
国
桑
田
郡
山
国
郷

は
じ
め
に

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
研
究
の
進
展
著
し
い
近
世
朝
廷
史
研
究
の
中
で
、
天
皇
・
朝
廷
と
社
会
・
民
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
研

究
も
着
実
な
成
果
を
重
ね
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
天
皇
・
朝
廷
と
出
入
・
館
入
関
係
を
構
築
、
あ
る
い
は
、
官
位
の
叙
任
、
物
品
の
下
賜

な
ど
を
受
け
る
こ
と
で
、
自
己
を
他
者
よ
り
も
社
会
的
に
有
利
な
立
場
に
置
こ
う
と
す
る
者（
社
会
集
団
も
含
む
）1
、
あ
る
い
は
、
直
接

的
具
体
的
な
関
係
性
を
構
築
す
る
に
は
至
ら
な
く
て
も
、
地
域
伝
承
や
由
緒
書
の
中
に
天
皇
・
朝
廷
と
の
縁
を
挿
入
す
る
こ
と
で
自
己
の

希
少
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
者
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た

2
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、

十
七
〜
十
八
世
紀
と
十
八
〜
十
九
世
紀
の
二
つ
の
世
紀
転
換
期
に
幕
府
と
朝
廷
の
関
係
性
に
大
き
な
変
化
が
生
じ

3
、
と
り
わ
け
後
者
の

時
期
に
お
け
る
大
政
委
任
論
の
浮
上
が
、
幕
末
期
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
の
政
治
的
浮
上
に
論
理
的
な
根
拠
を
与
え
た
と
す
る
研
究

4
、

あ
る
い
は
、
幕
末
中
央
政
局
が
勅
許
の
獲
得
や
大
政
委
任
の
否
定
・
再
委
任
を
め
ぐ
っ
て
目
ま
ぐ
る
し
く
展
開
し
、
最
終
的
に
は
大
政
奉

還
・
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
幕
府
の
廃
止
と
い
う
事
態
に
ま
で
至
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
幕
末
政
治
史
の
研
究
成
果

5 

と
結
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